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全
容
が
見
え
て
き
た
経
営
所
得
安
定
対
策

被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
大
型
台
風
十
三
号
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
な
く
通
過
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
一
昨
年
の
悪
夢
再
来
と
い
う
事
態
を

回
避
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
新
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
も
と
で
、
先

行
し
て
い
た
「
米
政
策
改
革
」
と
相
ま
っ
て
戦
後
農
政
の
最
大
の
転
換
と
言

わ
れ
る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
が
ス
タ
ー
ト
。

ま
ず
、
こ
の
九
月
一
日
か
ら
、
秋
ま
き
小
麦
作
付
け
予
定
者
で
「
収
入
減

少
影
響
緩
和
交
付
金
」
受
給
希
望
者
の
制
度
加
入
申
請
の
手
続
き
が
始
ま
り

ま
し
た
。

政
府
・
農
水
省
は
去
る
七
月
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
発
動
・
施
行
す
る

「
品
目
横
断
的
経
営
所
得
安
定
対
策
」
の
具
体
的
内
容
を
明
示
し
た
「
実
施

要
項
」
を
決
定
・
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
で
は
、
支
援
の
水
準
、
切
り
分
け
比
率
、
品
目
別
単
価
な
ど
が

明
ら
か
と
な
り
、
さ
ら
に
八
月
に
は
全
国
の
市
町
村
別
面
積
単
価
も
告
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
関
係
者
が
等
し
く
注
視
し
て
い
ま
し
た
対
策
に
関
わ
る
予

算
の
フ
レ
ー
ム
（
概
算
枠
）
も
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
現
地
農
業
関
係
者
が
総
力
を
あ
げ
て
「
万
全
の
措
置＝

財
源

確
保
」
を
要
請
し
て
き
た
の
で
す
が
、
現
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

十
九
年
産
関
連
事
業
費
の
規
模
は
、
今
年
度
を
一
四
○
億
円
上
回
る
四
、
一

三
○
億
円
を
財
務
省
か
ら
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
品

目
横
断
的
経
営
所
得
安
定
対
策
に
は
一
、
八
八
○
億
円
が
充
て
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
生
産
条
件
不
利
補
正
対
策
（
い
わ
ゆ
る
ゲ
タ
対
策
）
が
一
、
四
四

○
億
円
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
い
わ
ゆ
る
ナ
ラ
シ
対
策
）
が
三
○
○

億
円
の
他
、
担
い
手
育
成
・
確
保
総
合
対
策
分
に
は
別
途
一
八
○
億
円
が
オ

（
社
）
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

常
務
理
事

黒
澤

不
二
男

み

る

観

察

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
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政
策
支
援
対
象
の
「
担
い
手
」
を
め
ぐ
る
要
件

ン
さ
れ
ま
し
た
。
現
行
の
麦
作
経
営
安
定
資
金
、
大
豆
交
付
金
・
大
豆
作
経

営
安
定
対
策
、
国
内
産
糖
交
付
金
（
て
ん
菜
糖
分
）、
で
ん
粉
抱
き
合
わ
せ

の
ユ
ー
ザ
ー
負
担
額
分
と
い
う
品
目
別
対
策
予
算
が
ほ
ぼ
一
、
九
六
○
億
円

で
す
か
ら
、
総
体
的
に
は
、
一
定
の
水
準
を
確
保
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
先
行
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
米
政
策
改
革
推
進
対
策
に
も
一
、

八
五
○
億
円
、
ま
た
今
次
対
策
の
「
目
玉
」
と
も
言
わ
れ
る
農
地
・
水
環
境

保
全
向
上
対
策
に
は
三
○
○
億
円
が
計
上
さ
れ
、
さ
ら
に
環
境
重
視
と
い
う

理
念
の
側
面
と
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇
へ
の
具
体
的
対
応
策
と
し
て

本
道
で
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
の
燃
料
利
用
促
進
対
策
で

一
○
○
億
円
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
の
政
策
展
開
の
た
め
の

予
算
枠
は
、
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
た
も
の
と
系
統
組
織
を
始
め
関
係
者
は
評
価
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

重
点
化
、
集
中
化
と
い
う
今
次
政
策
の
基
本
部
分
を
構
成
す
る
「
担
い

手
」
の
要
件
の
う
ち
、「
経
営
改
善
認
定
農
業
者
」
と
い
う
第
一
の
条
件
に

つ
い
て
見
ま
す
と
、
本
道
で
の
直
近
の
認
定
数
で
は
約
三
○
千
戸
と
な
っ
て

お
り
、
本
道
販
売
農
家
数
五
二
千
戸
の
五
八
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
専
業
農

家
比
率
の
高
い
地
域
に
あ
っ
て
は
八
○
％
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
総

じ
て
言
え
ば
認
定
農
業
者
資
格
取
得
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

は
さ
ほ
ど
厳
し
い
制
約
と
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
判
断
さ
れ
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
第
二
の
経
営
面
積
規
模
要
件
に
関
わ
っ
て
は
、
農
林
水
産
省
は

こ
の
ほ
ど
、
要
件
の
特
例
基
準
を
提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
国
が
設
定
す
る
も
の
で
、
物
理
的
制
約
か
ら
規
模

拡
大
が
困
難
な
地
域
で
は
、
最
大
で
六
四
％
ま
で
規
模
要
件
を
緩
和
す
る
と

い
う
も
の
で
、
道
内
で
は
一
八
○
市
町
村
の
う
ち
八
割
に
あ
た
る
一
四
六
市

町
村
で
物
理
的
特
例
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
相
対
的
に
経
営
面
積

規
模
が
小
さ
い
水
田
地
帯
を
中
心
に
、
正
式
に
規
模
要
件
の
緩
和
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
例
基
準
は
原
則
と
し
て
市
町
村
単
位
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
北
海
道
で
は
知
事
の
判
断
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
旧
市
町
村
、
あ
る
い
は
集
落
単
位
で
の
設
定
も
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
全
道
の
五
三
市
町
村
で
地

域
を
細
分
化
し
た
特
例
基
準
を
選
択
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
全
道

市
町
村
一
八
○
の
う
ち
下
限
限
度
の
六
四
％
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
は
七

割
の
一
二
六
市
町
村
、
こ
の
う
ち
市
町
村
全
域
が
対
象
と
な
る
の
は
七
六
市

町
村
で
、
全
体
の
四
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
沿
海
部
の
中
間
農
業
地
帯
と
内

陸
の
水
田
農
業
地
帯
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
市
町
村
で
は
、
担
い
手
（
原
則
一
○
�
）
の
規
模
要
件
は
六
・

四
�
ま
で
、
集
落
営
農
（
原
則
二
○
�
）
は
一
二
・
八
�
ま
で
緩
和
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
条
件
不
利
な
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農
の

場
合
は
五
○
％
ま
で
引
き
下
げ
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
集
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品
目
ご
と
の
支
援
水
準

落
に
よ
っ
て
は
一
○
�
ま
で
緩
和
さ
れ
る
と
こ
ろ
も

で
て
き
ま
す
。

市
町
村
に
よ
っ
て
面
積
要
件
緩
和
と
地
区
設
定
が

自
主
的
に
選
択
出
来
る
と
言
う
意
味
で
、
自
由
度
が

高
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
一
面
で
は
評
価
さ
れ
ま
す
が
、

市
町
村
の
担
当
者
の
考
え
の
相
違
が
選
択
に
反
映
さ

れ
ま
す
の
で
、
後
に
そ
の
結
果
が
評
価
さ
れ
る
と
い

う
事
態
も
想
定
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

生
産
条
件
不
利
補
正
対
策
の
単
価
決
定
の
仕
組
み

を
見
ま
す
と
、
�
「
担
い
手
」
の
標
準
的
な
生
産
費

（
平
成
十
七
年
産
）、
�
過
去
五
年
間
（
平
成
十
三

〜
十
七
年
）
の
う
ち
の
最
高
と
最
低
を
除
く
三
年
間

の
平
均
値
、
�
単
収
は
過
去
七
年
間
（
平
成
十
一
〜

十
七
年
）
の
う
ち
の
最
高
と
最
低
を
除
く
五
年
間
の

平
均
値
、
を
ベ
ー
ス
と
し
て
算
定
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
過
去
の
生
産
実
績
に
基
づ
く
交
付
金

（
緑
ゲ
タ
）
の
単
価
（
面
積
単
価
）
と
、
毎
年
の
生

産
量
・
品
質
に
基
づ
く
交
付
金
（
黄
ゲ
タ
）
の
単
価

支援単価の水準（全道平均） （単位：円、％）

格 差 率
１５３．４
１６７．１
３１．０
０．０
０．０
９５．４
７９．５
６１．２

最低単価
１，１４４
２，４３１
１５，３６６
１８，９７２
２４，６７７
７，８７３
１２，４２２
２３，７７６

最高単価
２３，０２１
３８，４６４
２２，２３４
１８，９７２
２４，６７７
２７，３０６
３２，８６５
４３，６２７

平均単価
１４，２６２
２１，５６７
２２，１８１
１８，９７２
２４，６７７
２０，３６３
２５，７２８
３２，４５２

品 目
春まき小麦
秋まき小麦
二条大麦
六条大麦
はだか麦
大 豆
てん菜
でん原馬鈴しよ

支援単価の全道ランク

最低単価の低ランク群
上川支庁 １，１４４円
愛別町、当麻町、共和町、
せたな町、東川町
檜山支庁 ２，４３１円
乙部町、当麻町、北斗市、
江差町、函館市
釧路支庁 ７，８７３円
弟子屈町、標茶町、釧路
市、釧路町、厚岸町

留萌支庁 １２，４２２円
羽幌町、愛別町、乙部町、
泊村、西興部村

空知支庁 ２３，７７６円
赤平市、芦別市、新十津
川町、砂川市、滝川市

最高単価の高ランク群
十勝支庁 ２３，０２１円
芽室町、大空町、斜里
町、小清水町、清里町
十勝支庁 ３８，４６４円
芽室町、帯広市、池田
町、音更町、斜里町
石狩支庁 ２７，３０６円
新篠津村、当別町、美
瑛町、江別市、中富良
野町
空知支庁 ３２，８６５円
奈井江町、東神楽町、
小清水町、帯広市、中
札内村
十勝支庁 ４３，６２７円
鹿追町、音更町、大樹
町、中札内村、大空町

平均単価の高ランク支庁
十勝支庁 １９，２９２円

十勝支庁 ３２，６９２円

石狩支庁 ２４，６５２円

十勝支庁 ２８，１７３円

宗谷支庁 ３８，７８４円

品 目
春まき小麦

秋まき小麦

大 豆

てん菜

でん原馬鈴しよ
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（
数
量
単
価
）
の
比
率
（
通
称
切
り
分
け
比
率
）
は
、
予
測
さ
れ
て
た
よ
う

に
、
お
お
む
ね
【
七：

三
】
に
決
定
し
ま
し
た
。

面
積
単
価
は
こ
れ
ま
で
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
努
力
や
支
払
い
実
績
な

ど
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
災
害
補
償
制
度
に
お
け
る
市
町
村
ご
と
の
単

収
や
共
済
組
合
の
通
知
単
収
な
ど
を
基
に
、
市
町
村
別
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

算
定
の
し
く
み
と
し
て
は
、
こ
の
単
価
に
過
去
の
生
産
実
績
（
十
六
〜
十

八
年
の
政
策
支
援
対
象
数
量
を
市
町
村
の
実
単
収
で
割
っ
て
面
積
換
算
し
た

も
の
）
を
乗
じ
た
額
が
、
緑
ゲ
タ
と
し
て
毎
年
十
二
月
末
頃
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

表
は
筆
者
が
市
町
村
別
個
表
を
集
計
・
整
理
を
し
た
も
の
で
参
考
ま
で
に

示
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
品
目
に
よ
っ
て
は
か
な
り
の
地

域
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。

過
去
実
績
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
算
定
方
式
で
導
出
さ
れ
た
も
の
で
す

か
ら
、
そ
の
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
を
固
定
的
に
引
き
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
お
お
か
た
が
「
想
定
外
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
毎
年
の
生
産
量
・
品
質
に
基
づ
く
交
付
金
（
黄
ゲ
タ
）
数
量
単
価

は
、
当
面
三
ヵ
年
は
固
定
さ
れ
ま
す
し
、
生
産
性
や
品
質
向
上
に
向
け
た

「
生
産
者
の
や
る
気
」
を
維
持
さ
せ
る
た
め
、
現
行
対
策
の
仕
組
み
に
も
採

ら
れ
て
い
る
品
質
格
差
が
単
価
に
反
映
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
品
目
ご
と
に
単
価
や
単
収
の
設
定
な
ど
に
種
々
の
配
慮
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な
課
題
と
し
て
は
、
政
策
支
援
数
量
に
限
度
が
あ

る
こ
と
で
、
現
実
的
に
は
こ
れ
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
か

ら
で
す
。

こ
の
新
た
な
経
営
所
得
安
定
対
策
の
も
と
で
、
農
業
経
営
者
に
と
っ
て
の

課
題
は
、
�
畑
作
四
品
（
対
象
品
目
）
の
間
の
相
対
的
関
係
に
大
き
な
変
化

が
あ
る
か
ど
う
か
、
過
去
実
績
に
よ
る
助
成
交
付
額
と
当
年
の
販
売
額
を
併

せ
た
実
収
入
で
品
目
間
の
序
列
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
、

ま
た
生
産
に
刺
激
を
与
え
な
い
と
い
う
緑
ゲ
タ
部
分
と
収
量
・
品
質
に
た
い

す
る
経
営
努
力
が
反
映
す
る
黄
色
ゲ
タ
部
分
に
関
し
て
は
具
体
的
に
ど
う
し

て
い
く
の
か
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
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北
海
道
酪
農
の
シ
ェ
ア
は
、
平
成
十
七
年
時
点
で
乳
用
牛
の
飼
養
頭
数
で
全

国
の
三
一
％
、
生
乳
生
産
量
で
全
国
の
四
六
％
を
占
め
、
全
国
的
に
生
産
量
が

減
少
す
る
基
調
の
な
か
で
、
そ
の
生
産
量
を
わ
ず
か
な
が
ら
も
増
加
を
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
産
出
額
は
三
、
四
三
二
億
円
に
達
し
道
内
に
お
け
る
作
物
別
産
出

額
の
第
一
位
で
北
海
道
農
業
の
基
幹
を
な
し
て
い
ま
す
。

戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
食
生
活
の
変
化
に
伴
う
牛
乳
・
乳
製
品
需
要

の
拡
大
を
背
景
に
、
飼
料
基
盤
や
近
代
化
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
酪
農
経

営
は
急
速
に
近
代
化
・
大
型
化
が
進
み
、
生
乳
生
産
量
も
順
調
に
増
加
し
ま
し

た
。
近
年
、
平
成
十
二
年
の
加
工
乳
・
乳
飲
料
の
中
毒
事
件
、
翌
平
成
十
三
年

の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
発
症
な
ど
の
逆
風
に
も
直
面
し
ま
し
た
が
、
飼

養
頭
数
規
模
の
拡
大
と
一
頭
あ
た
り
産
乳
量
の
増
大
が
並
立
的
に
進
行
し
た
結

果
、
生
乳
生
産
量
は
三
八
五
万
ト
ン
水
準
を
達
成
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た

近
年
で
は
、
都
府
県
の
生
乳
生
産
の
減
少
も
あ
っ
て
北
海
道
の
シ
ェ
ア
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
年
に
な
っ
て
、
一
貫
し
て
増
加
し
て
き
た

飲
用
向
け
需
要
は
頭
打
ち
減
少
に
直
面
、
反
転
し
て
厳
し
い
減
少
局
面
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
低
迷
す
る
飲
用
需
要
の
喚
起
、
チ
ー
ズ
等
の
乳
製
品

の
加
工
拡
大
、
新
発
想
に
よ
る
新
規
製
品
の
開
発
へ
の
取
り
組
み
強
化
と
と
も

に
、
需
要
に
的
確
に
対
応
し
た
計
画
的
な
生
産
の
徹
底
が
一
層
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

（
社
）
日
本
酪
農
乳
業
協
会
（
前
身
「
全
国
牛
乳
普
及
協
会
」）で
は
、
昭
和

六
十
二
年
度
か
ら
毎
年
全
国
の
消
費
者
（
平
成
十
七
年
度
調
査
で
は
十
三
歳
以

上
の
男
女
六
、
○
○
○
人
）
を
対
象
に
牛
乳
・
乳
製
品
に
関
す
る
調
査
を
実
施
。

そ
の
中
で
購
入
実
態
、
飲
用
実
態
、
意
識
等
を
把
握
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
に

ミ
ニ
特
集
企
画
に
あ
た
っ
て

（
社
）
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

常
務
理
事

黒
澤

不
二
男

集特二ミ
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入
っ
て
、
そ
の
最
新
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
近
年
の
消
費
の
変
化

（
特
に
飲
用
牛
乳
）
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
白
も
の
牛
乳
類
の
飲
用
実
態
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、「
白
も
の
牛

乳
」
を
飲
む
頻
度
に
つ
い
て
の
回
答
は
、「
毎
日
飲
む
人
」
が
三
九
・
五
％
、

「
週
に
五
〜
六
日
飲
む
人
」
が
九
・
八
％
で
、
十
三
歳
以
上
の
ほ
ぼ
五
割
が
ほ

ぼ
毎
日
飲
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
五
年
前
の
平
成
十
二
年
で
は
各
四

一
・
一
％
、
九
・
八
％
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
し
た
が
、
十
年
前
の
平
成
七
年
の
四

八
・
四
％
と
七
・
五
％
に
比
べ
る
と
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
男

女
別
・
年
齢
別
で
は
最
多
頻
度
が
男
子
・
女
子
中
学
生
で
、
最
少
頻
度
は
二
十

代
男
女
で
し
た
。
飲
用
量
で
は
、
首
位
が
十
代
男
性
（
中
学
生
含
む
）
で
日
量

三
二
五
�
、
次
い
で
十
代
女
性
（
同
）
で
二
一
一
�
、
絶
対
量
は
下
が
り
ま
す

が
第
三
位
は
四
○
代
女
性
で
一
三
七
�
、
第
四
位
は
七
十
代
男
性
の
一
二
七
�

と
い
う
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
も
の
牛
乳
を
飲
む
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
場
面
）
で
は
、「
の
ど
が
か
わ

い
た
と
き
」
が
首
位
で
四
三
・
○
％
、「
朝
食
を
と
り
な
が
ら
」
が
ほ
ぼ
同
率

の
四
一
・
六
％
、
三
位
は
「
お
や
つ
や
間
食
時
」
の
三
七
・
○
％
、
四
位
が

「
フ
ロ
上
が
り
」
の
二
六
・
九
％
で
し
た
。
こ
れ
を
三
年
前
調
査
結
果
値
と
比

べ
ま
す
と
、「
の
ど
が
か
わ
い
て
い
る
と
き
」
が
五
三
・
三
％
、「
フ
ロ
上
が

り
」
三
八
・
五
％
と
一
○
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
下
し
て
い
ま
す
の
で
、
の
ど
の
か

わ
き
を
潤
す
機
能
へ
の
効
用
（
期
待
）
の
低
下
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

白
も
の
牛
乳
の
飲
用
が
前
年
に
比
べ
て
減
っ
た
と
感
じ
た
回
答
者
を
対
象
に

「
牛
乳
の
代
わ
り
に
何
を
飲
ん
で
い
る
か
」
を
聞
い
た
結
果
、「
無
糖
の
お
茶

類
」
が
六
○
・
二
％
と
圧
倒
的
な
首
位
、
次
い
で
「
コ
ー
ヒ
ー
」
三
六
・
○
％
、

「
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」
二
四
・
五
％
、「
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
」
二
○
・
七
％
、「
豆

乳
」
一
六
・
九
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
三
年
前
と
く
ら
べ
て
見
ま

す
と
、
比
率
上
昇
グ
ル
ー
プ
は
「
無
糖
の
お
茶
類
」
で
五
・
七
％
ア
ッ
プ
、

「
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」
が
四
・
二
％
ア
ッ
プ
、「
豆
乳
」
が
六
・
○
％
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
対
し
て
下
降
グ
ル
ー
プ
は
「
コ
ー
ヒ
ー
」
が
三
・
七
％
ダ
ウ
ン
、

「
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
」
も
○
・
六
％
と
僅
か
で
す
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
デ
ー
タ
を
、
木
下
順
子
氏
（
農
林
水
産
政
策
研
究
所
）
等
が

解
析
し
た
概
要
を
『
畜
産
の
情
報
（
国
内
編
）』（
独
法
）
農
畜
産
業
振
興
機
構

刊

平
成
十
八
年
六
月
号

で
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
飲
用
牛
乳

を
飲
む
要
因
（
選
択
の
因
子
）
と
し
て
次
の
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

�
飲
み
物
を
選
ぶ
こ
と
は
生
活
の
重
要
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
る

�
牛
乳

は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
思
っ
て
い
る

�
寝
る
前
に
牛
乳
を
飲
む
こ
と
は

安
眠
の
た
め
効
果
的
だ
と
思
っ
て
い
る

�
普
段
か
ら
健
康
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
食
事
を
し
て
い
る

�
国
内
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発
見
さ
れ
た
際
も
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
を
控
え
な
か
っ
た

�
女
性
で
あ
る

�
若
年
層
で
あ
る
こ
と

「
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
」、「
普
通
ヨ
ー
グ
ル
ト
」、「
チ
ー
ズ
」
も
同
様
な
手

法
で
考
察
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
総
括
し
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
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し
て
い
ま
す
。

�一

消
費
者
の
健
康
へ
の
関
心
や
牛
乳
の
機
能
や
効
用
に
た
い
す
る
評
価
の

高
さ
は
、
飲
用
牛
乳
（
お
よ
び
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
）
消
費
の
意
志

決
定
要
因
よ
り
も
ヨ
ー
グ
ル
ト
お
よ
び
チ
ー
ズ
消
費
の
意
志
決
定
要
因

と
し
て
の
影
響
度
が
高
い
。

�二

牛
乳
の
機
能
や
効
用
を
高
く
評
価
す
る
人
達
が
飲
用
牛
乳
か
ら
乳
製
品

へ
と
消
費
の
比
重
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

�三

牛
乳
の
機
能
や
効
用
の
知
識
啓
発
・
消
費
拡
大
策
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

チ
ー
ズ
へ
の
消
費
シ
フ
ト
を
促
進
す
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
調
査
結
果
や
分
析
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
牛
乳
や
乳
製
品
の
、
健
康
へ
の
優
れ
た
機
能
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
に
水

を
差
す
よ
う
な
「
ア
ン
チ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
様
々
な
メ
デ
イ
ア
を
と
お
し
て

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非
科
学
的
な
批
判
に
農
業
関
係
者
は

あ
ら
ゆ
る
局
面
で
断
固
反
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
先
陣

と
し
て
酪
農
学
園
大
学
で
は
去
る
七
月
末
に
連
続
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ミ
ル

ク
・
Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
研
究
所
で
は
、
そ
の
趣
意
に
賛
同
し
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
主
と
し
て
消
費

と
い
う
局
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
、『
ミ
ニ
特
集
』
を
企
画
、
そ
の
シ
ン
ポ
で
報

告
さ
れ
た
石
井
助
教
授
の
報
告
要
旨
を
、
特
別
の
ご
配
慮
に
よ
り
掲
載
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。
学
長
は
じ
め
大
学
関
係
者
に
対
し
て
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

先
生
の
報
告
で
は
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
を
食
文
化
と
い
う
原
点
か
ら
平
易
に

解
説
戴
い
て
お
り
ま
す
の
で
私
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
戴
き
ま

し
た
。
重
ね
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ミニ特集
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｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

今
日
の
話
題
は
、
食
文
化
か
ら
の
視
点
と
い
う
こ
と
で
、「
世
界
の
乳
・
乳

の
利
用
」
次
に
「
日
本
の
乳
・
乳
製
品
の
歴
史
」
三
番
目
に
「
今
日
の
日
本
の

食
と
乳
・
乳
製
品
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
し
ま
す
。

「
世
界
の
乳
・
乳
の
利
用
」

酪
農
学
園
大
学
で
は
全
て
の
学
科
の
学
生
が
最
初
に
「
地
球
上
に
は
四
千
数

百
種
も
の
哺
乳
動
物
が
い
る
」
と
い
う
事
か
ら
始
ま
っ
て
、
家
畜
の
話
を
様
々

な
教
員
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
乳
を
飲
む
子
畜
は
生
後
あ
る
程
度

の
時
期
ま
で
、
乳
の
み
で
成
長
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
乳
は
完
全
な
栄
養
を
備

え
た
食
品
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
五
○
種
も
の
乳
製
品
の
乳
の
組
成
を

調
べ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
ネ
ス
と
い
う
研
究
者
が
お
り
ま
し
て
、
彼
は
「
一
口

に
乳
と
い
っ
て
も
、
動
物
ご
と
に
蛋
白
質
含
有
量
は
一
〜
二
三
・
七
％
、
脂
肪

は
○
〜
五
三
・
三
％
、
乳
糖
は
○
〜
一
○
・
二
％
と
、
子
畜
の
成
長
速
度
、
生

育
場
所
、
畜
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
今
日
は
主
に
食
文
化
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

世
界
の
中
で
私
た
ち
が
子
供
の
頃
か
ら
馴
染
ん
で
お
り
ま
し
た
ギ
リ
シ
ャ
神
話

を
丹
念
に
読
み
進
め
ま
す
と
、「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
・
ゼ
ウ
ス
は
メ
ス
の
ヤ
ギ
『
ア

牛
乳
・
乳
製
品
は
優
れ
た
食
品

〜
そ
の
文
化
と
現
代
生
活

酪
農
学
園
大
学

酪
農
学
部
食
品
科
学
科

助
教
授

石
井

智
美

講演テーマ
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ル
マ
テ
ィ
ア
』
の
乳
で
養
育
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
仏
教

の
祖
で
あ
る
仏
陀
は
、
修
行
の
時
に
村
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
「
乳
粥
」、
本
に

よ
っ
て
は
「
乳
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
も
の
で
体
力
を
回

復
し
た
と
あ
り
ま
す
。

話
が
飛
び
ま
す
が
、
こ
の
村
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
と
い
う
名
前
は
某
乳
業
メ
ー

カ
ー
で
商
品
名
に
な
っ
て
お
り
、
意
外
と
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
名
前
は
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
旧
約
聖
書
で
は
、「
乳
と
蜜
」
は
常
に
憧
れ
の
食

品
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
乳
に
は
特
別
な
力
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

■
民
族
伝
承
と
乳
・
乳
製
品

民
族
文
化
人
類
学
の
見
地
か
ら
様
々
な
研
究
者
が
民
族
の
調
査
に
入
り
ま
す

と
、
必
ず
遊
牧
民
の
中
に
は
、
乳
を
使
っ
て
そ
の
乳
の
持
っ
て
い
る
不
思
議
な

能
力
「
民
族
儀
礼
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
に

注
目
す
る
論
文
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
と
い
い
ま
す
と
、
遊
牧
民
が
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、
牛
を
飼
っ
て
い
る
方
た

ち
が
ま
だ
た
く
さ
ん
居
り
、
背
が
高
い
マ
サ
イ
族
も
ま
た
遊
牧
民
の
範
疇
に
入

り
ま
す
。
そ
の
中
で
東
ア
フ
リ
カ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
南
の
ほ
う
で
す
が
、
ボ

デ
ィ
族
と
い
う
民
族
は
乳
を
置
い
て
お
く
だ
け
で
自
然
に
発
酵
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
そ
の
乳
を
も
ち
ろ
ん
飲
み
ま
す
が
、
儀
式
の
時
に
は
、
霧
状
に
吹
き
か

け
て
人
体
に
注
ぐ
と
い
う
儀
礼
「
プ
エ
ン
」
と
い
う
も
の
で
知
ら
れ
て
お
り
ま

石井 智美（いしい さとみ）さん

札幌出身

酪農学園大学大学院修了 農学博士

北海道大学大学院修了 文学修士

２００４年 酪農学園大学酪農学部食品科学科助教授

専門：栄養学・微生物学
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す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
て
名
前
を
つ
け
る
と
き
、
婚
約
の
と
き
、
戦
い
に
出
て

行
く
時
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
モ
ン
ゴ
ル
で
す
が
、
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
農
耕
し
て
い
な
い
の
で
朝
晩

の
食
事
が
乳
製
品
・
肉
、
こ
う
い
っ
た
家
畜
の
恵
み
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、

白
い
乳
製
品
は
清
浄
な
心
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
、
新
年
に
お
互
い
に
贈
り
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
ン
ゴ
ル
族
も
馬
の
乳
で
馬
乳
酒
を
造
り
、
霧
状
に
し
て
口
で
畳
屋
が

ぷ
ぅ
ー
っ
と
霧
吹
き
で
水
を
掛
け
る
よ
う
に
子
供
に
か
け
る
と
、
風
邪
を
引
か

ず
健
康
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
様
々
な
儀
礼
が
あ
り
ま
す
。

続
き
ま
し
て
世
界
三
大
料
理
の
一
つ
中
国
料
理
で
す
。
中
国
料
理
の
特
質
を

考
え
て
み
ま
す
と
、
乳
・
乳
製
品
の
利
用
が
実
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
は
白
菜
の
ク
リ
ー
ム
煮
が
あ
り
、
こ
う
し
た
片
栗
粉
を
溶
い
た
料
理
が
あ
る

程
度
で
す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
中
国
に
は
牛
は
ち
ゃ
ん
と
お
り
、
使
役
動

物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
不
思
議
と
乳
製
品
を
加
工
し
て
き
た
と
い

う
歴
史
は
文
献
に
は
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
文
化
人
類
学
・
民
族
学
の
立
場
か
ら
は
、
文
化
に
接
触
し
た

時
の
上
下
関
係
で
「
上
位
は
下
位
に
影
響
を
与
え
る
が
、
そ
の
逆
は
起
き
な

い
」
と
い
う
言
い
方
で
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
近
い
例
で
清
王
朝
の

例
を
と
り
ま
す
と
、
征
服
王
朝
は
漢
民
族
に
よ
っ
て
中
国
化
し
て
し
ま
い
、
料

理
は
中
華
料
理
の
ほ
う
が
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
乳
製
品
を
摂
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。

■
搾
乳
動
物
と
人

続
き
ま
し
て
「
搾
乳
動
物
と
人
」
と
い
う
こ
と
で
、
主
に
遊
牧
民
を
含
め
て

の
話
に
な
り
ま
す
。
搾
乳
を
す
る
動
物
は
ど
の
よ
う
な
動
物
が
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
挙
げ
ま
す
と
、
羊
・
ヤ
ギ
・
ウ
シ
・
水
牛
・
ヤ
ク
・
馬
・
ラ
ク
ダ
・
ト

ナ
カ
イ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
肉
は
宗
教
に
よ
り
ま
し
て
は
タ

ブ
ー
に
な
り
、
食
べ
て
良
い
宗
教
、
食
べ
て
は
い
け
な
い
宗
教
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
乳
に
関
し
て
は
肉
に
比
べ
て
食
用
に
関
す
る
タ
ブ
ー
が
極
め
て
少

な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

人
が
こ
う
し
た
動
物
か
ら
搾
乳
を
し
た
と
い
う
歴
史
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最

近
考
古
学
の
遺
跡
の
中
か
ら
出
て
き
た
土
器
や
様
々
な
資
料
を
、
科
学
的
に
脂

肪
酸
の
組
成
を
探
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
シ
リ
ア

の
下
の
ほ
う
に
あ
り
ま
す
「
ア
ナ
ウ
遺
跡
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
遺
跡
が
、
ど
う

も
八
千
年
ほ
ど
前
か
ら
乳
を
搾
っ
て
利
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

デ
ー
タ
が
で
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ
れ
は
今
後
も
っ
と
古
い
遺
跡
が
出
て
、

脂
肪
酸
組
成
の
結
果
が
出
ま
し
た
ら
、
も
っ
と
遡
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
、
人
類
の
乳
利
用
の
歴
史
は
八
千
年
〜
一
万
年
前
と
い
う
よ

う
に
、
科
学
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
起
源
は
ど
ん
ど
ん
過
去
に
遡
っ
て
い
ま
す
。

「
搾
乳
」
で
す
が
、
子
畜
の
成
長
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
乳
を
横
取
り
す
る
。

乳
を
も
ら
う
側
か
ら
言
い
ま
す
と
食
料
の
安
定
供
給
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
銀

行
で
考
え
て
み
ま
す
と
、
元
金
で
あ
る
家
畜
は
肉
を
食
べ
て
し
ま
う
と
き
に
は
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「
と
殺
」
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
財
産
が
減
り
ま
す
。
乳
は
動
物
が
草
を

も
ぐ
も
ぐ
と
食
べ
て
も
ら
う
と
、
又
、
次
の
日
に
搾
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

子
で
生
活
が
出
来
る
有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
最
近
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
世
界
の
古
典
的
な
乳
加
工

遊
牧
民
の
食
生
活
で
は
、
乳
を
そ
の
ま
ま
液
体
で
ご
く
ご
く
飲
む
と
い
う
こ

と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
保
存
を
目
的
と
し
て
加
工
さ
れ
、
様
々
な
乳
製
品
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
教
科
書
的
な
話
で
す
が
、
世
界
で
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
加
工
が
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
の
を
検
討
し
た
例
で
、

乳
の
科
学
を
や
っ
て
い
る
人
間
に
は
、「
サ
ワ
ー
リ
ン
グ
系
列
」「
ク
リ
ー
ミ
ン

グ
系
列
」「
凝
乳
酵
素
系
列
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
流
布
し
て
い
る
言
葉
で
す
。

ま
ず
「
サ
ワ
ー
リ
ン
グ
系
列
」
と
い
う
の
は
、
乳
を
微
生
物
で
発
酵
さ
せ
、

そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
乳
加
工
で
、
モ
ン
ゴ
ル
や
ロ
シ
ア
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
、
比
較
的
気
温
の
低
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ク
リ
ー
ミ
ン
グ

系
列
」
は
乳
を
静
置
し
て
、
そ
の
上
澄
み
の
乳
脂
肪
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
も
寒
冷
地
の
方
法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
続
い
て
「
凝
乳
酵
素
系
列
」
は
、

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
子
牛
の
第
四
胃
か
ら
凝
乳
酵
素
を
使
っ
た
レ
ン

ネ
ッ
ト
、
植
物
の
凝
乳
酵
素
で
あ
る
パ
パ
イ
ヤ
と
か
ペ
ク
チ
ン
な
ど
を
使
っ
た

酵
素
利
用
と
い
う
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
西
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
な
ど
、
ど
ち

ら
か
と
言
い
ま
す
と
暖
か
い
地
方
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
宗
教
に
よ

る
使
っ
て
い
い
も
の
、
い
け
な
い
も
の
と
い
う
タ
ブ
ー
の
中
で
う
ま
く
適
応
し

て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
発
酵
乳
で
す
が
、
乳
は
今
ま
で
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
飲
む
と

い
う
よ
り
も
発
酵
さ
せ
て
長
い
時
間
保
存
を
可
能
に
す
る
乳
製
品
、
主
に
チ
ー

ズ
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
主
役
だ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
な
ど
冷

蔵
設
備
が
な
い
頃
に
は
、
食
料
を
安
全
に
加
工
す
る
方
法
・
保
存
す
る
方
法
と

し
て
は
非
常
に
合
理
的
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

豆
知
識
で
す
が
、
世
界
に
お
け
る
発
酵
乳
の
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も

は
普
段
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
い
う
言
葉
を
何
気
な
く
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
言
葉

の
語
源
は
ト
ラ
キ
ア
語
の
「
ヨ
グ
」
腐
っ
た
と
い
う
意
味
と
、「
ル
ト
」
乳
と

い
う
意
味
か
ら
の
直
訳
で
す
。
こ
の
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
と
い
う
言
葉
を
、
ト
ル

コ
と
長
い
間
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
国
に
行
っ
て
、「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
と
い
い
ま

す
と
、「
そ
の
言
葉
は
私
た
ち
は
好
き
で
は
な
い
の
で
『
マ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
』
と

言
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
日
本
で
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

と
言
う
と
皆
さ
ん
同
じ
品
物
、
乳
加
工
品
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、

国
が
変
わ
れ
ば
、「
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
何
で
す
か
そ
れ
、
私
の
国
で
は
マ
ッ

ツ
ォ
ー
ニ
と
言
い
ま
す
」「
ス
メ
タ
ナ
と
言
い
ま
す
」
と
い
う
形
で
い
ろ
い
ろ

な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
右
肩
上
が
り
の
消
費
量
で
需
要
は
多
い
の
で
す
が
、
そ

の
き
っ
か
け
は
ロ
シ
ア
の
科
学
者
に
メ
チ
ニ
コ
フ
と
い
う
方
が
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
効
果
を
不
老
長
寿
、
食
べ
て
長
生
き
と
唱
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
が
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ら
彼
は
、
発
見
す
る
の
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
結
構
早
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
不
老
長
寿
の
食
品
と
し
て
西
欧
社
会
に
広
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
遊
牧
民
の
世
界
で
は
、
チ
ー
ズ
を
作
る
原
料
と
い
う
意
味
で
も
非
常
に

大
事
に
さ
れ
て
き
ま
し
て
、
最
近
で
は
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
（P

ro
b
io
t-

ics

）
と
い
う
言
葉
で
発
酵
乳
は
脚
光
を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

■
乳
を
食
べ
る
人
々
・
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民

こ
こ
か
ら
は
せ
っ
か
く
の
機
会
を
頂
い
た
も
の
で
す
か
ら
、「
乳
を
食
べ
る

人
々
」
と
い
う
こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
生
活
、
食
の
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
白
鵬
は
残
念
な
が
ら
今
回
、
横
綱
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
は
毎
日

馬
乳
酒
を
飲
ん
で
育
ち
、
あ
の
立
派
な
体
を
作
っ
た
と
常
々
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
の
特
色
は
、
世
界
の
遊
牧
民
の
飼
っ
て
い
る
家
畜
が
ト

ナ
カ
イ
を
除
い
て
全
て
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
す
。
家
畜
の
多
様
性
と
い
う
こ
と
で

モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
と
い
う
の
は
、
決
し
て
遅
れ
た
生
活
形
態
で
は
な
く
、
農
耕

に
向
か
ず
草
が
一
番
い
い
状
態
に
生
え
て
い
る
草
原
の
活
用
と
い
う
意
味
で
は

家
畜
の
飼
育
に
最
適
な
環
境
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
の
人

た
ち
は
、
顕
微
鏡
を
使
っ
て
微
生
物
と
い
う
も
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ン
ゴ
ル
語
に
は
微
生
物
と
い
う
単
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
語
の
「
ホ
ロ

ン
ゴ
」
す
な
わ
ち
「
資
本
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
も
の
を
増
や
す

良
い
も
の
と
い
う
意
味
で
す
。
彼
ら
は
経
験
的
に
、
乳
が
発
酵
し
、
そ
の
発
酵

は
自
分
た
ち
に
は
有
意
義
だ
。
い
い
発
酵
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
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発
酵
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
が
調
査
に
行
っ
て
聞

き
取
り
な
ど
を
し
て
い
る
と
、
も
の
す
ご
く
感
心
さ
せ
ら
れ
る
部
分
で
す
。

そ
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
ど
ん
な
乳
加
工
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
乳
を
加
熱

し
て
、
あ
と
は
酸
凝
固
を
使
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
、
こ
こ
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
作
る
工
場
、
こ
こ
は
チ
ー
ズ
を
作
る
工
場
で
す
と
い
う
か
た
ち
で
、
工

場
で
は
一
品
目
ず
つ
作
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
家
で
は
最
初
に
、

一
番
バ
タ
ー
に
近
い
も
の
を
つ
く
り
、
そ
の
脱
脂
乳
か
ら
あ
ま
り
酸
っ
ぱ
く
な

い
チ
ー
ズ
を
作
り
、
そ
れ
を
よ
く
発
酵
さ
せ
て
、
つ
い
で
に
残
っ
た
ホ
エ
ー
を

使
っ
て
酸
っ
ぱ
い
チ
ー
ズ
を
作
る
と
い
う
形
で
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
で
今
問
題
に

な
っ
て
い
る
「
乳
清
」
と
い
う
も
の
で
す
が
、
今
、
近
代
の
工
場
で
は
使
わ
れ

て
い
な
い
よ
う
な
部
分
の
も
の
も
、
ま
っ
た
く
無
駄
に
し
な
い
で
全
て
利
用
し

て
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
一
日
二
食
の
食
生
活
で
、
朝
晩
に
乳
製
品
を
食
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
で
は
一
日
の
七
○
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
乳
製
品
か

ら
摂
っ
て
い
ま
す
。
乳
製
品
が
食
に
占
め
る
割
合
が
高
い
人
々
で
す
。

こ
こ
で
簡
単
に
モ
ン
ゴ
ル
の
乳
製
品
の
製
造
形
態
を
紹
介
し
ま
す
と
、
昔
は

ヤ
ギ
と
羊
と
ウ
シ
の
乳
と
い
う
も
の
に
対
し
て
は
、
も
の
す
ご
い
厳
密
性
が
あ

り
ま
し
て
、
混
ぜ
て
使
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
牛
が
搾
乳
の

中
心
で
、
ヤ
ギ
も
羊
の
乳
も
つ
い
で
に
一
緒
に
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
最
初
に
乳
脂
肪
を
と
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
三
〜
四
品
目
く
ら
い
の
乳

脂
肪
の
商
品
を
作
り
ま
す
。
脂
肪
を
と
り
ま
す
と
脱
脂
乳
に
な
り
、
乳
が
余
り

ま
す
。
そ
の
乳
を
発
酵
さ
せ
て
、
三
種
類
く
ら
い
の
乳
製
品
が
で
き
ま
す
。
こ

の
乳
を
作
る
、
も
し
く
は
こ
れ
を
作
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
強
く
発
酵
さ
せ
て

酸
っ
ぱ
い
チ
ー
ズ
を
作
る
。
つ
い
で
に
こ
こ
か
ら
お
酒
を
造
る
。
世
界
で
一
番

乳
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
集
団
で
、
四
○
万
人
ほ
ど
こ
う
い
う
食
生
活
を
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
モ
ン
ゴ
ル
の
ス
ラ
イ
ド
を
こ
れ
か
ら
い
く
つ
か
を
見
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
か
た
は
バ
リ
バ
リ
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
遊
牧
民
の
方
で

す
。
乗
せ
て
い
る
容
器
に
注
目
で
す
が
、
こ
こ
に
は
自
家
製
の
乳
製
品
が
三
種

類
の
っ
て
い
ま
し
て
、
山
盛
り
に
し
て
幸
せ
を
呼
び
込
む
と
い
う
意
味
で
す
。
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私
た
ち
日
本
人
は
今
朝
玉
子
焼
き
を
食
べ
た
ら
次
の
日
は
是
非
魚
の
炙
っ
た
も

の
や
、
の
り
を
食
べ
た
い
と
い
う
形
で
、
違
う
も
の
を
食
べ
ま
す
が
、
モ
ン
ゴ

ル
で
は
毎
日
・
毎
晩
乳
製
品
で
す
。

こ
れ
が
脱
脂
の
方
法
で
す
。
乳
を
牛
の
糞
を
燃
料
に
し
て
暖
め
ま
す
。
そ
れ

を
静
か
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら
落
と
し
て
い
き
ま
す
と
、
乳
脂
肪
が
と
れ
ま
す
。

小
学
生
が
全
脂
の
状
態
の
牛
乳
を
振
っ
て
バ
タ
ー
を
作
る
作
業
を
、
モ
ン
ゴ
ル

で
は
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
晩
、
ほ
ぼ
十
二
時
間
経

ち
ま
す
と
、
乳
脂
肪
が
手
で
集
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
も
し
日
本
の
お
菓
子
屋
さ
ん
が
売
っ
た
ら
売
れ
る
だ
ろ
う
と
、
私
た
ち
は
よ

く
お
話
し
て
い
ま
す
。
お
砂
糖
も
一
切
入
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
乳
の
甘
み

だ
け
で
上
等
な
ウ
ェ
ハ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
味
わ
い
で
す
。

続
き
ま
し
て
こ
の
袋
で
す
。
こ
の
袋
だ
け
を
見
る
と
何
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
は
牛
の
膀
胱
で
す
。
そ
こ
に
牛
の
乳
で
作
り
ま
し
た
先
ほ
ど
の
乳
脂
肪
を

入
れ
て
お
き
ま
す
。
す
る
と
冷
め
て
固
ま
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
冬
に
な

る
と
削
っ
て
食
べ
る
と
い
う
形
で
す
。
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次
は
こ
の
容
器
に
注
目
な
の
で
す
が
、
こ
の
木
の
容
器
の
中
に
搾
乳
し
た
乳

を
そ
の
ま
ま
脂
肪
が
入
っ
た
ま
ま
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
ウ
ル
ム
と
い

う
脂
肪
を
摂
っ
た
後
の
も
の
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
木
の
棒
を
入
れ

て
撹
拌
し
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
中
の
微
生
物
の
働
き
で
発
酵
乳
に
な
り
ま
し

て
、
こ
の
ま
ま
飲
む
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
状
の
も
の
に
な
り
ま
す
し
、
こ
こ
か
ら

チ
ー
ズ
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
遊
牧
民
は
日
本
で
言
う
ぬ
か
み
そ
の
よ
う

な
形
で
こ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
味
は
家
に
よ
っ
て
か
な
り
違
い
ま
す
。
こ
う
い
う

も
の
が
ど
こ
の
家
で
も
一
番
大
事
な
財
産
で
、
こ
こ
の
家
の
娘
さ
ん
が
お
嫁
に

行
く
と
き
に
は
、
日
本
で
も
昔
は
自
分
の
家
の
ぬ
か
み
そ
の
糠
床
を
ひ
と
つ
か

み
持
っ
て
行
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
家
の
発
酵
乳
を
持
っ
て
行
き
ま

し
て
、
自
分
の
新
し
い
家
庭
の
発
酵
容
器
の
中
の
乳
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。

発
酵
し
た
容
器
の
乳
は
ど
ろ
っ
と
し
た
状
態
で
、
こ
れ
を
ゆ
っ
く
り
と
加
熱

し
て
い
き
ま
す
と
、
ほ
ぼ
十
分
の
一
の
チ
ー
ズ
が
出
来
ま
す
。
主
に
チ
ー
ズ
の

カ
ゼ
イ
ン
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
糸
で
切
っ
て
、

遊
牧
民
の
家
の
天
井
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
と
、
歯
が
立
た
な
い
ほ
ど
硬
い
の
で
す

が
栄
養
満
点
で
、
日
本
で
市
販
さ
れ
て
い
る
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
よ
り
成
分
的
に

は
は
る
か
に
性
能
が
優
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
を
遊
牧
民
の
方
た
ち
は

食
べ
て
い
ま
す
。
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当
然
そ
こ
に
は
着
色
料
や
添
加
料
や
食
品
添
加
物
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
全

く
昔
か
ら
の
作
り
方
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。
味
も
に
お
い
も
し
な
く
て
残

念
な
ん
で
す
が
、
ラ
ク
ダ
の
乳
で
作
り
ま
し
た
チ
ー
ズ
で
ラ
ク
ダ
の
毛
の
紐
で

丸
い
ド
ー
ナ
ツ
状
の
チ
ー
ズ
を
保
存
す
る
と
い
う
こ
と
も
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
家
畜
の
中
で
子
供
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
初
乳
は
色
が
違
い
ま
す
。

人
間
の
母
乳
も
そ
う
で
す
が
家
畜
の
乳
も
そ
う
で
し
て
、
そ
れ
を
遊
牧
民
の
方

は
プ
リ
ン
の
よ
う
に
蒸
す
の
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
チ
ー
ズ
に
な
り
、
も
の

す
ご
く
貴
重
な
も
の
と
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

■
遊
牧
民
の
宝
物
「
馬
乳
酒
」

こ
の
方
は
遊
牧
民
で
馬
乳
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
ほ
ど
白
鵬
関

の
話
題
の
と
こ
ろ
で
馬
乳
酒
の
事
を
話
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
人
間
の
母
乳

に
一
番
近
い
成
分
の
馬
の
乳
を
発
酵
さ
せ
た
ど
ぶ
ろ
く
状
の
飲
み
物
で
、
こ
れ

を
飲
む
と
結
核
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
で
も
成
人
し
た
男
性
は
こ
の
夏
に
馬
乳
酒
が
あ
る
場
合
は
、
一
切
ほ
か

の
食
事
を
取
り
ま
せ
ん
で
一
日
に
四
、
五
リ
ッ
ト
ル
飲
む
の
で
す
。
本
当
に
飲

む
の
か
な
と
思
っ
て
ひ
と
夏
、
毎
日
人
の
口
元
を
見
た
調
査
な
ど
を
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
本
当
に
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
見
ま
す
と
、

一
リ
ッ
ト
ル
で
四
○
○
�
な
の
で
四
リ
ッ
ト
ル
飲
み
ま
す
と
一
、
六
○
○
�
で

す
。
こ
れ
は
基
礎
代
謝
を
賄
え
ま
す
。
こ
う
い
う
乳
製
品
の
「
液
体
の
食
べ

物
」
と
い
う
物
も
あ
り
ま
し
た
。
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馬
乳
酒
を
作
る
伝
統
的
な
発
酵
容
器
は
、
牛
の
一
枚
皮
で
両
サ
イ
ド
を
縫
っ

て
あ
り
ま
す
。
と
て
も
薄
い
の
で
す
が
、
中
に
馬
乳
酒
を
作
る
の
に
適
し
た
乳

酸
菌
や
酵
母
が
住
み
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
袋
は
私
た
ち
の
よ
う
に
食
器
を
洗

剤
で
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
洗
う
と
い
う
こ
と
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
馬
乳
酒
を
飲
み
終

わ
り
ま
す
と
隅
に
た
た
ん
で
し
ま
っ
て
お
き
ま
す
。
一
年
後
の
次
の
シ
ー
ズ
ン

に
ま
た
水
で
ふ
や
か
す
と
、
袋
の
中
の
ひ
だ
ひ
だ
に
隠
れ
て
お
り
ま
し
た
微
生

物
が
ム
ク
ム
ク
と
起
き
て
き
て
、
お
い
し
い
馬
乳
酒
を
造
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
馬
乳
酒
も
先
ほ
ど
の
発
酵
乳
の
木
桶
と
同
じ
よ
う
に
、
家
に

よ
っ
て
味
が
違
い
ま
す
。

馬
乳
酒
の
効
用
で
は
、
免
疫
効
果
の
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
あ
り
ま
し
て
、

野
菜
を
食
べ
な
い
遊
牧
民
に
と
っ
て
は
貴
重
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
源
に
な
っ
て
い
ま

す
。
馬
乳
酒
は
全
部
菌
が
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
こ
う
い
う
菌

が
腸
管
の
中
で
食
物
繊
維
の
代
わ
り
を
す
る
と
い
う
形
で
、
発
ガ
ン
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
物
質
を
く
っ
つ
け
て
排
出
さ
せ
る
食
物
繊
維
の
代
役

を
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
の
乳
・
乳
製
品
の
歴
史
」

続
き
ま
し
て
日
本
の
乳
・
乳
製
品
の
歴
史
を
駆
け
足
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
に
は
元
来
牛
は
い
ま
せ
ん
で
、
ど
う
も
弥
生
時
代
に
大
陸
か
ら
来
た
ら
し

い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
最
初
、
牛
乳
は
仏
教
の
涅
槃
経
の
中

に
入
っ
て
い
る
言
葉
で
、
こ
れ
は
薬
と
し
て
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
事
で

飲
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
糖
尿
病
で
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
と
い
わ
れ

て
い
る
藤
原
道
長
も
牛
乳
を
飲
ん
だ
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
と

き
平
安
貴
族
は
牛
車
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
後
醍
醐
天
皇
は
公
租
す
な
わ
ち
税
金
と
し
て
乳
製
品
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を
最
後
に
や
ろ
う
と
し
た
天
皇
で
し
た
。
建
武
の
親
政

の
失
敗
で
失
脚
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
ま
た
と
な
い
乳
製
品
が
日
本
で
出
来

る
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
し
た
が
、
失
敗
し
ま
し
た
。

■
古
代
の
乳
製
品
「
蘇
」
と
「
醍
醐
」

「
蘇
」
と
「
醍
醐
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
ら
「
蘇
」
と

「
醍
醐
」
と
い
う
乳
製
品
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
在
も
性
質
に
つ
い
て
、
研
究

者
に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
多
分
「
牛
酪
」
と
い
う
の
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
で
、「
蘇
」
と
い
う
の
は
練
乳
の
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
を
明
日
香
村
な
ど

で
売
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
実
は
い
く
つ
か

と
っ
て
み
ま
す
と
成
分
は
違
い
ま
す
。
牛
乳
を
何
％
ま
で
煮
詰
め
ら
れ
る
か
。

大
体
一
○
％
ま
で
煮
詰
め
ま
す
と
も
う
限
界
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、

理
化
学
的
な
見
地
か
ら
の
情
報
で
す
。

「
蘇
」
も
こ
の
よ
う
に
牛
乳
を
八
分
の
一
に
濃
縮
し
た
も
の
。
固
形
か
否
か

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
「
蘇
」
と
「
熟
蘇
」
と
漢
字
が
違
う
の
で
す
が
、
研
究

者
に
よ
っ
て
は
同
じ
と
見
る
方
と
違
う
と
見
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
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こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
し
て
、
私
た
ち
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン
が
な
い
も
の
で
す
か

ら
ど
れ
が
ど
ん
な
も
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
醍
醐
」
と
い
う
の
は
醍
醐
味

や
醍
醐
天
皇
の
名
前
に
付
い
て
い
る
の
で
す
が
、
バ
タ
ー
オ
イ
ル
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
存
在
し
な
い
食
べ
物
で
は
な
い
か
と
唱
え
て
い
る
研
究
者
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
酪
農
大
学
の
授
業
で
は
見
解
が
分
か

れ
て
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

■
「
牛
乳
持
参
人
米
七
合
五
勺
」

こ
の
「
牛
乳
を
持
参
し
た
人
に
は
お
米
を
あ
げ
ま
す
」
と
い
う
木
簡
は
、
長

屋
王
の
お
屋
敷
、
今
は
奈
良
に
あ
り
ま
す
西
大
寺
か
ら
近
鉄
に
乗
り
奈
良
駅
に

走
っ
て
い
く
途
中
の
平
城
京
の
端
の
ほ
う
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
「
牛
乳
」
と
い

う
文
字
が
文
献
以
外
で
出
た
の
は
、
こ
の
長
屋
王
の
家
の
木
簡
が
初
め
て
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
時
、
長
屋
王
は
牛
乳
を
税
金
と
し
て
調
達
し
て
い
た
ほ
か
に
、

ア
ワ
ビ
も
調
達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
余
談
で
す
が
、
犬
も
食
べ
て
い

た
ら
し
く
食
用
に
し
た
ら
し
い
犬
の
骨
も
で
て
ま
い
り
ま
し
た
。

乳
製
品
の
解
説
書
と
し
て
は
、
医
書
の
「
医
心
方
」
に
既
に
載
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
活
字
で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
は
、
種
子
島
に
鉄
砲
が
や
っ
て

き
た
と
き
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
船
長
が
、
日
本
人
は
豆
で
出
来
て
い
る
チ
ー
ズ

を
食
べ
て
い
る
と
い
う
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

■
チ
ー
ズ
と
豆
腐
は
似
て
い
る
？

チ
ー
ズ
と
豆
腐
は
似
て
い
る
か
と
い
う
話
で
、
こ
れ
に
対
し
て
ひ
と
つ
の
説

の
ご
紹
介
で
す
が
、
遊
牧
民
が
乳
を
利
用
し
て
チ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
る
の
を
見

て
、
漢
民
族
が
大
豆
か
ら
豆
腐
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
、
篠
田

さ
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
有
名
な
食
の
研
究
家
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
今
申
し
ま
し
た
よ
う
に
十
六
世
紀
に
来
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
船
長

の
よ
う
に
、
豆
腐
と
チ
ー
ズ
を
誤
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
誤
認
は
、
宣

教
師
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
方
た
ち
も
か
な
り
多
く
し
て
い
ま
す
。

■
江
戸
期
の
日
本
人

続
き
ま
し
て
、
乳
と
乳
製
品
と
江
戸
期
の
日
本
人
で
す
が
、
全
く
日
本
人
は

江
戸
時
代
に
乳
製
品
を
食
べ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
て
み

ま
す
と
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
オ
ラ
ン
ダ
正
月
の
と
き
に
、
日
本
人
の
通

辞
な
ど
を
招
い
た
と
き
に
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
た
と
い

う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
牛
の
輸
入
を
図
っ
て
バ
タ
ー
を
作
ろ
う
と
し
た

の
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
飲
む
記
録
で
文
献
に
出
て
く

る
の
は
、
一
八
八
五
年
の
ハ
リ
ス
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
日
本
人

が
乳
製
品
を
食
べ
て
美
味
し
か
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
行
っ
た
咸
臨
丸
の
一
行
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
お
い
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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■
明
治
初
期
の
酪
農

明
治
に
な
り
ま
す
と
、
酪
農
に
従
事
し
た
の
は
武
士
を
辞
め
た
知
識
階
級
の

人
々
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
新
し
い
物
好
き
で
、
明
治
二
年

に
は
横
浜
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
が
始
ま
り
、
天
皇
は
明
治
四
年
に
は
牛

乳
を
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
か
た
ち
で
、
北
海
道
の
事
例
が
多
い
の
で

す
が
、
ど
ん
ど
ん
乳
の
歴
史
と
い
う
も
の
が
明
治
維
新
以
降
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
す
が
、
文
字
を
見
ま
す
と
い
か
が
わ
し
い
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
牛
乳
を
温
め
て
コ
コ
ア
を
加
え
て
飲
む
と

い
う
形
態
の
中
で
、
今
の
喫
茶
店
の
は
し
り
の
よ
う
な
役
割
が
こ
の
ミ
ル
ク

ホ
ー
ル
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
で
は
明
治
三
六
年
に
ト
ラ
ピ
ス
ト
バ
タ
ー
の
製
作
、
宇
都
宮
仙
太
郎

氏
の
チ
ー
ズ
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
食
文
化
と
い
う
意
味
で
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
私
ど
も
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
タ
イ
プ
の
乳
製
品
を
使
っ
て

き
ま
し
た
が
、
一
九
一
六
年
に
モ
ン
ゴ
ル
の
乳
製
品
を
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た

と
思
っ
た
カ
ル
ピ
ス
の
創
業
者
が
、
そ
こ
に
砂
糖
を
加
え
て
希
釈
を
し
て
飲
む

と
い
う
形
で
カ
ル
ピ
ス
の
起
源
を
作
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
乳
業
の
取
り
組
み

は
、
非
欧
米
型
の
乳
業
と
い
う
こ
と
で
注
目
で
き
ま
す
。

続
き
ま
し
て
佐
藤
貢
氏
が
大
正
十
二
年
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販
売
し
ま
し

た
。
一
気
に
戦
後
に
飛
び
ま
す
が
、
こ
の
中
で
ご
記
憶
ま
た
は
お
飲
み
に
な
っ

た
方
も
お
い
で
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
九
四
七
年
昭
和
二
二
年
、
占
領
下
の

日
本
で
学
校
給
食
で
脱
脂
粉
乳
だ
け
は
ま
ず
子
供
た
ち
に
飲
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
こ
と
で
、
救
援
物
資
、
ラ
ラ
物
資
と
い
う
名
前
で
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の

様
々
な
団
体
か
ら
脱
脂
粉
乳
が
届
き
ま
し
た
。
実
は
こ
の
と
き
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
、
小
麦
粉
と
ミ
ル
ク
の
ど
ち
ら
が
希
望
か
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
、
実
は
ア

メ
リ
カ
の
占
領
軍
は
小
麦
を
勧
め
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
食
糧
不
足
に
な
る

と
子
供
の
発
育
が
悪
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
た
日
本
の
デ
ー
タ
が
既
に

戦
前
か
ら
積
み
重
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
千
葉
県
の
研
究
者
の
方
の

デ
ー
タ
で
し
た
が
、
動
物
性
の
食
品
が
不
足
す
る
と
、
ど
ん
な
に
小
麦
粉
を
お

な
か
一
杯
食
べ
て
も
身
長
が
伸
び
な
い
の
で
、
最
終
的
に
は
日
本
人
に
は
よ
ろ

し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
は
脱
脂
粉
乳
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
最
初
、
牛
乳
・
乳
糖
不
耐
症
の
問
題
で
下
痢
な
ど
の
苦
情
が
出
ま
し
た
が
、

二
二
年
以
降
子
供
た
ち
の
身
長
・
体
重
は
上
昇
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
一
九
五
○
年
に
は
学
校
給
食
で
パ
ン
と
脱
脂
粉
乳
と
い
う

形
の
給
食
が
始
ま
り
、
現
在
の
小
学
校
で
は
義
務
教
育
・
給
食
と
い
う
も
の
の

流
れ
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
牛
乳
と
身
長
が
伸
び
る
と
い
う
話
で
す
が
、
今
世
界
で
一

番
体
格
の
大
き
い
・
背
の
高
い
民
族
は
オ
ラ
ン
ダ
人
で
す
。
と
こ
ろ
が
オ
ラ
ン

ダ
人
の
方
た
ち
が
残
し
て
い
る
兜
や
鎧
を
見
ま
す
と
、
十
六
世
紀
の
物
ま
で
は

も
の
す
ご
く
小
さ
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
ど
う
し
て
世
界
一
大
き
な
民
族
に

集
団
と
し
て
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
植
民
地
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
い
ま
す
と
、
地
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震
と
か
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
印
象
が
強
い
の
で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
酪
農
を

オ
ラ
ン
ダ
側
で
す
ご
く
振
興
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
様
々
な
も
の

を
オ
ラ
ン
ダ
に
運
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
お

陰
で
大
き
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栄
養
学
の
常
識
に
な
っ
て
お
り

ま
し
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
私
た
ち
日
本
人
も
四
○
○
年
ほ
ど
長
生
き
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
将
来
的
に
大
き
く
な
る
の
が
い
い
か
悪
い
か
は
別
で
す
が
、
変
わ
る

と
い
う
こ
と
に
食
べ
物
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

■
戦
後
の
乳
利
用

一
九
五
○
年
に
な
り
ま
す
と
、
日
本
で
は
「
神
武
景
気
」
と
か
「
い
ざ
な
ぎ

景
気
」
と
い
う
も
の
で
所
得
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
お
米
を
買
っ

て
一
日
に
五
合
の
米
を
食
べ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
と
り
、
理
論

的
に
は
日
本
人
は
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
・
蛋
白
質
を
摂
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
が
。
そ
う
い
っ
た
食
か

ら
、
蛋
白
質
・
脂
質
の
多
い
副
食
と
い
う
も
の
を
摂
る
と
い
う
欧
米
型
の
食
事

に
変
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
乳
・
乳
製
品
・
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
入
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
世
代
の
男
子
で
は
、
戦
前
と
の
単
純
平

均
に
し
ま
す
と
、
二
○
�
伸
び
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
因
は
栄

養
摂
取
、
食
べ
て
い
る
も
の
の
中
身
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
く
て
中
身
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

続
き
ま
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
す
。
日
本
で
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
発
売
が
乳
製
品

の
中
で
は
最
も
遅
い
デ
ビ
ュ
ー
に
な
り
ま
す
。
年
齢
が
ば
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

私
も
瓶
に
入
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
初
め
て
食
べ
た
時
の
記
憶
が
今
で
も
あ
り
ま

す
が
、
す
ご
く
す
っ
ぱ
い
食
べ
物
で
不
思
議
な
食
感
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

「
今
日
の
日
本
の
食
と
乳
・
乳
製
品
」

こ
こ
か
ら
牛
乳
を
巡
る
話
題
で
す
。
ま
ず
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
い
。
こ
れ
は
イ

エ
ス
で
す
。
牛
乳
を
飲
ま
な
い
と
い
う
と
よ
く
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
怒

り
っ
ぽ
く
な
る
。
よ
く
切
れ
る
子
供
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
ノ
ー
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
牛
乳
に
含
ま
れ
る
乳
糖
・
そ
の
代
謝
産
物
の
乳
酸
は
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
促
進
し
ま
す
か
と
い
う
質
問
に
は
イ
エ
ス
で
す
。
と
い
う
形
で
牛

乳
を
巡
っ
て
は
イ
エ
ス
・
ノ
ー
と
い
う
形
の
ク
イ
ズ
に
し
ま
す
と
結
構
い
ろ
い

ろ
な
物
が
上
っ
て
き
ま
し
て
、
こ
の
牛
乳
に
多
い
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
生
か
ら
死

ま
で
に
至
る
全
て
の
生
命
現
象
に
関
る
、
細
胞
内
の
情
報
伝
達
の
物
質
と
し
て

も
一
番
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

牛
乳
を
飲
む
と
太
る
か
ど
う
か
、
今
日
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
飲
み
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
書
き
ま
し
た
が
、
ま

ず
一
○
○
�
、
一
○
○
�
で
す
と
、
牛
乳
は
六
七
�
で
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
無

糖
で
六
二
�
で
す
。
白
く
て
そ
っ
く
り
な
豆
乳
四
六
�
で
す
。「
私
は
牛
乳
を

や
め
て
豆
乳
に
し
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ま
す
が
、
本
当
に
加
工
し
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て
い
な
い
豆
乳
を
飲
む
と
い
う
方
は
実
は
少
な
く
て
、
飲
ん
で
い
る
中
身
の
ラ

ベ
ル
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
調
整
豆
乳
と
い
う
文
字
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
豆
乳
飲
料
と
し
て
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
の
主
流
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
を
見
て
み
ま
す
と
、
六
四
�
、
六
○
�
。
こ
う
い
う
数
値
を
み
ま
す

と
「
あ
ら
っ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
一
○
○
％

で
五
一
�
、
コ
ー
ラ
で
四
六
�
。
こ
う
や
っ
て
み
る
と
ビ
ー
ル
が
四
○
�
で
一

番
少
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
今
日
は
大
通
り
公
園
で
ビ
ー
ル
を
飲
も
う
か
な
と

考
え
て
い
る
方
は
、
牛
乳
も
飲
ん
だ
上
で
お
願
い
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
牛
乳
の
値
段
で
す
が
、
北
海
道
で
は
乳
価
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、

私
た
ち
は
乳
価
が
上
っ
た
・
下
が
っ
た
と
い
う
の
は
聞
き
ま
す
が
、
本
州
と
北

海
道
の
乳
価
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
う
ち

の
学
生
で
も
授
業
で
聞
い
て
初
め
て
「
あ
あ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。

牛
乳
は
一
滴
も
水
を
加
え
ず
生
も
の
と
し
て
入
っ
て
い
る
の
で
、
賞
味
期
限

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
。
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の

賞
味
期
限
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
が
こ
の
牛
乳
が
ス
ー
パ
ー

で
一
リ
ッ
ト
ル
一
八
○
円
。
た
ま
に
行
き
ま
す
と
も
っ
と
安
い
の
で
す
。
こ
う

い
う
値
段
と
い
う
の
は
果
た
し
て
適
正
な
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
の

客
寄
せ
パ
ン
ダ
的
な
目
玉
商
品
に
牛
乳
が
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
。
生
も

の
の
牛
乳
が
同
じ
量
の
ジ
ュ
ー
ス
や
水
よ
り
も
安
い
。
例
え
ば
、
私
ど
も
の
学

生
が
好
き
な
炭
酸
ジ
ュ
ー
ス
で
す
が
、
あ
の
ク
エ
ン
酸
は
中
国
か
ら
コ
ン
テ
ナ

船
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
意
外
と
そ
う
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
な
い
の
で
す
。
ラ
ベ
ル
の
文
字
は
読
む
の
で
す
け
れ
ど
も
、
何
が
ど
こ
か

ら
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
て
、
幾
ら
あ
た
り
の
価
格
が
そ
こ
に
正
し
く
反
映

さ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
牛
乳
の
値
段
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
な
と
、
今
回
私
も
反
省
い
た
し
ま
し
た
。

■
栄
養
学
的
見
地
か
ら

牛
乳
・
乳
製
品
の
効
用

栄
養
学
的
見
地
か
ら
牛
乳
・
乳
製
品
の
効
用
は
非
常
に
大
き
い
で
す
。
私
は

食
品
科
学
科
で
す
の
で
ど
う
し
て
も
こ
う
い
う
話
に
な
る
の
で
す
が
、
若
い
方

は
欠
食
し
が
ち
、
食
事
が
忙
し
く
て
と
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
走
る
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
方
こ
そ
、
す
ば
や
く
確
実
に
栄
養
を
摂
る
為

に
は
乳
製
品
を
摂
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。

牛
乳
・
乳
製
品
を
い
つ
摂
取
し
た
ら
い
い
か
、
あ
と
何
グ
ラ
ム
食
べ
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
効
用
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
す
る
科
学
的
な
説
明

と
い
う
も
の
が
、
も
っ
と
け
ち
け
ち
し
な
い
で
メ
ー
カ
ー
や
研
究
者
が
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
夜
に
牛
乳
を
飲
ん
で
寝
ま
す

と
安
眠
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
情
報
は
特
に
牛
乳
を
冷
た
い
ま
ま
で
飲

む
か
、
電
子
レ
ン
ジ
で
暖
め
て
飲
む
か
と
い
う
情
報
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
高

齢
化
す
る
社
会
の
日
本
で
は
非
常
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
発
酵
乳
の
免
疫
力
ア
ッ
プ
で
す
が
、
今
手
術
を
す
る
外
科
の
病
院
で

は
、
抗
生
物
質
、
例
え
ば
「
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
」
等
も
効
か
な
い
菌
が
い
ま
す
。
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耐
性
が
出
て
き
て
抗
生
物
質
の
投
与
が
す
ご
く
難
し
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
病
院
は
早
く
退
院
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
、
医
療
費
の
削
減
で
も
望
ま

し
い
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
今
、
全
て
の
病
院
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
う
い
う
研
究
を
チ
ー
ム
で
進
め
て
い
る
病
院
か
ら
、
具
体
的
な
成
果

と
し
て
学
会
発
表
な
ど
に
よ
く
出
ま
す
が
、
手
術
を
す
る
前
の
患
者
に
積
極
的

に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
摂
っ
て
も
ら
う
の
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
○
○
製
菓
の
乳
製
品
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
い
い
の
で
は
な
い
の

で
す
。
三
個
で
一
○
○
円
の
特
売
で
あ
っ
て
も
ど
れ
で
も
効
き
目
は
同
じ
で
す
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
効
き
目
か
と
い
い
ま
す
と
傷
口
の
直
り
が
早
く
、
傷
が
化
膿

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
実
は
す
ご
い
こ
と
な
の
で
す
。
私
は
幸
い
に
し
て
ど
こ
も
切
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
も
入
院
生
活
を
し
て
手
術
を
す
る
羽
目
に
な
っ
た

ら
、
ひ
た
す
ら
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
て
傷
が
早
く
塞
が
る
こ
と
を
考
え
よ
う
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
発
酵
乳
を
研
究
し
て
い
る
人
間
の
間
で
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
是
非
、
皆
様
の
周
り
で
も
手
術
の
前
の
方
に
、

手
術
の
後
で
は
な
く
て
前
か
ら
一
個
召
し
上
が
っ
て
頂
く
。
も
し
食
べ
切
れ
な

か
っ
た
ら
三
時
の
お
や
つ
に
食
べ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
良
い
ん
で
す
。
効
果

量
は
最
低
一
○
○
グ
ラ
ム
、
実
は
こ
う
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
病
院
で

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
一
日
一
個
ず
つ
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
三
○
○
床
の
ベ
ッ
ト

数
の
病
院
だ
と
一
日
に
三
○
○
個
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
売
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

次
は
バ
タ
ー
に
関
す
る
最
新
栄
養
学
の
動
向
で
す
。
一
時
期
バ
タ
ー
は
良
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ー
ガ
リ
ン
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
Ｎ－

３
脂
肪

の
復
権
が
あ
り
ま
し
て
、
脂
肪
酸
科
学
で
は
バ
タ
ー
の
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

食
事
の
と
り
方
も
、
今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
足
り
た
、
今
日
の
栄
養
素
が

足
り
た
と
い
う
摂
り
方
で
は
な
く
、
今
日
は
お
茶
漬
け
だ
っ
た
け
れ
ど
明
日
は

蛋
白
質
の
あ
る
豆
腐
を
食
べ
よ
う
と
い
う
形
で
、
献
立
に
凸
凹
、
メ
リ
ハ
リ
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
栄
養
は
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
こ

と
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
栄
養
素
が
足

り
な
い
足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
活
習
慣
病
を
考
え
ま
す
と
、

摂
り
す
ぎ
、
過
剰
摂
取
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
も
の
は
足
り
な
い
け

れ
ど
、
あ
る
も
の
は
摂
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
特
に
サ
プ
リ
メ

ン
ト
を
大
量
に
摂
っ
て
い
る
方
達
の
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
消

化
吸
収
の
個
人
差
と
い
う
点
で
も
大
問
題
で
す
。

メ
ン
タ
ル
面
の
影
響
は
、
例
え
ば
会
っ
て
す
ご
く
嬉
し
い
方
と
一
緒
に
お
食

事
を
し
て
、
わ
い
わ
い
お
話
を
し
な
が
ら
食
べ
ま
す
と
、
胃
液
の
分
泌
も
よ
く

気
持
ち
よ
く
消
化
吸
収
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
家
の
ロ
ー
ン
を
払
わ
な
け
れ

ば
…
。
税
金
も
上
る
し
…
。
雨
漏
り
が
し
た
か
ら
お
金
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
ご
飯
を
食
べ
ま
す
と
、
同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
消
化
吸
収
能
力
が
違

い
ま
す
。
人
間
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
く
現
金
に
出
来
て
い
る
ん
で
す
。
な
の

で
逆
に
考
え
ま
す
と
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
全
部
悪
い
の
で
は
な
く
て
、
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
も
気
持
ち
よ
く
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る
と
い
う
中
で
は
、
カ
ッ
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プ
ラ
ー
メ
ン
に
も
あ
る
部
分
の
栄
養
は
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度
の
栄
養
は

取
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

食
事
は
こ
れ
が
い
い
・
悪
い
の
二
つ
に
一
つ
で
は
な
く
て
、
食
べ
合
わ
せ
、

調
理
す
る
方
法
、
食
事
の
時
間
の
間
隔
、
特
に
今
一
番
問
題
な
の
は
、
機
械
的

な
時
間
設
定
で
食
事
を
食
べ
る
。
食
品
科
学
科
と
し
ま
し
て
は
最
低
三
時
間
出

来
れ
ば
四
時
間
以
上
の
間
隔
を
明
け
て
、
空
腹
を
覚
え
て
か
ら
消
化
し
て
欲
し

い
の
で
す
。
そ
の
ほ
う
が
太
ら
な
い
食
生
活
に
繋
が
り
ま
す
。
な
の
で
牛
乳
を

飲
ん
だ
ら
太
り
ま
す
か
ら
こ
っ
ち
を
食
べ
ま
す
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
お
な

か
が
空
い
た
な
、
空
腹
だ
な
、
の
ど
が
渇
い
た
な
と
い
う
意
識
の
中
で
、
わ

か
っ
て
栄
養
が
あ
る
か
ら
飲
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
形
で
、
食
べ
物
の
摂
取
に

科
学
的
な
知
見
の
集
積
・
検
討
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
ソ
フ
ト
の
面
で
牛
乳

に
は
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
と
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の

最
大
原
因
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
、
多
く
の
要
素
が
絡
ん
で
い
ま
す
が
栄
養
素
の
不

足
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
貯
金
は
栄
養
面
だ
け
で
は
だ
め
で
す
の
で
運
動
を
し

て
下
さ
い
。
今
日
こ
の
ホ
ー
ル
に
来
ら
れ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
こ
ら
れ

た
皆
様
、
ど
う
ぞ
帰
り
の
折
に
は
階
段
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
階
段
を

降
り
る
と
つ
ん
の
め
っ
て
危
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
階
段
を
上
る
か
・
降
り
る

か
と
い
う
時
に
は
上
っ
た
ほ
う
が
安
全
な
の
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
は
運

動
と
お
日
様
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
も
連
携
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

食
品
学
・
生
理
学
・
医
学
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
念
の
た
め
昨
日
の
夜
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、

い
ら
い
ら
す
る
と
い
う
こ
と
を
学
説
と
し
て
発
表
し
て
い
る
方
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
血
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
う
の
は
常
に
一
定
に
保
た
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
と
い
う
病
気
の
こ
と
と
混
同
さ
れ

て
、
塩
の
取
り
す
ぎ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

■
今
後
の
日
本
の
食
と
乳
・
乳
製
品

今
後
の
日
本
の
食
と
乳
製
品
を
考
え
ま
す
と
、
食
事
と
い
う
の
は
ど
の
民
族

で
も
変
り
や
す
い
部
分
と
変
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
一

時
期
米
離
れ
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
日
本
人
は
朝
・
昼
に
お
米
を
食
べ
な

く
て
も
必
ず
夕
飯
を
食
べ
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
決
し
て
お
米
と
は
離
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
私
た
ち
日
本
型
の
乳
の
文
化
を
考
え
る
時
に
は
お
米
と
ど
の
よ

う
な
形
の
合
っ
た
乳
・
乳
製
品
を
利
用
す
る
か
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
乳
は
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ー

ズ
・
発
酵
乳
で
す
。
と
く
に
発
酵
乳
は
今
、
ピ
ロ
リ
菌
に
効
く
ヨ
ー
グ
ル
ト
と

し
て
機
能
性
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
出
て
い
ま
す
。
今
後
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
発
酵
乳
と
い
う
形
で
、
市
場
に
出
て
く
る
と
い
う
可
能
性
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
う
い
っ
た
乳
・
乳
製
品
を
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
で
食
べ
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
ず
ご
飯
と
牛
乳
は
合
う
か
と
い
う
問
い
に
、
合
う
と
考
え
る
世

代
も
増
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
学
校
給
食
の
影
響
で
す
。
子
供
に
牛
乳
・

乳
製
品
は
体
に
良
い
の
で
飲
み
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
言
葉
が
今
盛
ん
に
唱
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
身
で
牛
乳
の
効
用
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

酪
農
大
学
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
本
学
の
食
品
科
学
科
の
学
生
に
食
事
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
牛
乳
を
以
前
よ
り
も
飲
ま
な
く
な
っ

た
か
ど
う
か
と
い
う
質
問
の
答
え
に
、
以
前
よ
り
飲
ま
な
く
な
っ
た
。
特
に
本

学
は
日
本
全
国
か
ら
学
生
が
来
る
も
の
で
す
か
ら
、
自
宅
通
学
で
は
な
い
学
生

が
多
い
の
で
す
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
牛
乳
は
ま
だ
意
識
を
し
て
飲
も
う
、
飲

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
、
何
か
の
つ
い
で
で
は
飲
み
に
く
い

と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
私
た
ち
は
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

■
乳
・
乳
製
品
と
こ
れ
か
ら
の
食

最
後
に
、
今
は
牛
乳
を
飲
む
と
よ
く
な
い
と
言
わ
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

逆
に
こ
う
い
う
時
期
こ
そ
そ
こ
か
ら
新
し
い
日
本
の
乳
食
文
化
と
い
う
も
の
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
良
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
毎
日
の
食
生
活
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
ミ
ル
ク
、
さ
ら
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

あ
る
生
活
と
い
う
こ
と
を
、
是
非
皆
さ
ん
、
私
も
こ
れ
が
終
っ
た
ら
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
食
べ
よ
う
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
世
界
の
話
、
日
本
の
話
と

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
飛
び
ま
し
た
が
、
乳
食
文
化
に
つ
い
て
様
々
な
時
代
、

時
間
軸
、
地
域
軸
の
お
話
を
駆
け
足
で
す
が
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
静

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
写
真
提
供：

酪
農
学
園
大
学
広
報
室
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「
新
世
紀
農
業
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
」
を
テ
ー
マ
に

四
年
に
一
度

開
催
さ
れ
る
「
第
三
十
一
回
国
際
農
業
機
械
展
ｉ
ｎ
帯
広
」
が
七
月

十
三
日
（
木
）
〜
十
七
日
（
月
）
の
期
間
、
好
天
の
続
く
帯
広
市
北

愛
国
交
流
広
場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
（
社
）
北
海
道
農
業

機
械
工
業
会
・
十
勝
農
業
機
械
協
議
会
の
共
催
で
、
全
国
は
も
と
よ

り
欧
米
各
社
、
韓
国
や
中
国
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
九
八
企
業
、
四

研
究
機
関
団
体
が
二
三
○
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
て
約
二
、
○
○
○

点
の
機
械
、
シ
ス
テ
ム
を
展
示
し
た
。

よ
り
安
全
で
安
心
な
農
産
物
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
日
本
の
食
糧

基
地
と
し
て
の
自
覚
の
元
に
、
離
農
・
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
、
労
働
力
の
不
足
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
農
産
物

と
の
競
争
激
化
の
中
で
、
よ
り
高
品
質
で
生
産
性
の
高
い
農
業
の
確

立
の
た
め
に
、
積
極
的
に
機
械
導
入
を
検
討
す
る
意
欲
的
な
農
家
が
、

炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
熱
心
に
展
示
実
演
に
見
入
っ
て
い
た
。

欧
米
の
主
要
メ
ー
カ
ー
は
も
と
よ
り
今
回
韓
国
農
業
機
械
の
メ
ー

カ
ー
が
広
い
ブ
ー
ス
を
設
け
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
た

事
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
展
示
機
械
は
ま
す
ま
す
大
型
化
が
進
み
、
Ｉ
Ｃ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
汎
用
化
と
共
に
中
耕
・
除
草
と
い
っ
た
管
理
用
機
械
、
収
穫
後

の
選
別
保
管
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス

の話題

第３１回
国際農業機械展 in 帯広

（社）北海道地域農業研究所 特別研究員

斉 藤 勝 雄
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シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
特
別
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
熱
心
な
参
加
者

が
多
数
見
ら
れ
た
。◆

◆

◆

◆

◆

会
場
に
は
三
七
五
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
巨
大
な
自
走
式
ビ
ー
ト

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
注
目
を
集
め
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
進
行
中

の
大
型
法
人
経
営
や
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
に
よ
る
導
入
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

世
界
の
最
新
の
機
械
開
発
は
こ
れ
ら
大
型
機
械
に
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
、
地
域
農
業
・
農
地
維
持
の
施
策

と
し
て
、
集
落
規
模
の
大
型
効
率
機
械
営
農
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ

の
関
連
機
械
化
へ
の
補
助
事
業
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。
地
域
の
活

性
化
と
耕
地
維
持
は
必
ず
し
も
個
別
所
有
の
効
率
的
な
作
業
機
に
よ

る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
相
互
扶
助
機
能
を
持
つ
集
団
に
対
し

て
こ
そ
最
新
鋭
の
機
械
導
入
に
よ
っ
て
支
援
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ン
ト
ラ
も
そ
の
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
さ
に
そ
れ
に
最
適
と
思
わ
れ
る
最
新
の
機
械
が
勢
揃
い
し
て
い
た
。

◆

◆

◆

◆

◆
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一
方
で
農
業
機
械
の
開
発
製
造
を
支
え
る
道
内
外
の
中
小
農
業
機

械
メ
ー
カ
ー
、
特
に
作
業
機
を
主
力
商
品
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
中
小

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
、
次
の
問
題
点
も
聞
か
れ
た
。

近
年
の
Ｉ
Ｃ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
込
ん
だ
最
新
技
術
開
発
だ
け
で

な
く
、
北
海
道
の
特
殊
条
件
を
組
み
込
ん
だ
機
械
製
造
技
術
の
継
承

に
難
問
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
海
道
農
業
の
盛
衰
に
あ
わ
せ

て
雇
用
を
調
節
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
中
小
メ
ー
カ
ー
の
宿
命

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
構
造
改
善
事

業
を
柱
と
す
る
各
種
補
助
事
業
に
よ
る
大
型
機
械
の
大
量
導
入
と
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
新
規
雇
用
が
合
致
し
た
。
そ
の
世
代
が
今

定
年
を
迎
え
つ
つ
あ
る
一
方
、
そ
の
世
代
が
土
と
汗
に
ま
み
れ
て
獲

得
し
た
北
海
道
の
土
壌
条
件
に
合
わ
せ
た
機
械
開
発
改
良
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
承
す
べ
き
、
油
の
の
っ
た
三
○
代
の
雇
用
が
少
な
い
と
い
う

問
題
を
ど
の
メ
ー
カ
ー
も
抱
え
て
い
る
。
し
か
も
若
者
た
ち
は
、
泥

臭
い
そ
れ
ら
の
技
術
よ
り
も
最
新
の
Ｉ
Ｃ
関
連
の
技
術
開
発
の
方
を

好
む
。
将
来
を
見
据
え
た
人
材
の
確
保
、
技
術
の
継
承
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
構
築
の
面
で
業
界
を
あ
げ
た
対
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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◆
農
家
に
は
「
昇
進
」
は
な
い
�

「
農
家
っ
て
い
う
の
は
、
毎
年
が

一
年
生
の
仕
事
な
ん
だ
よ
な
ぁ
。
毎

年
、
毎
年
が
勉
強
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、

僕
も
君
た
ち
と
同
じ
だ
よ
。
い
ろ
い

ろ
教
え
て
く
れ
よ
！
」

Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
た
私
た
ち
に
、

あ
る
農
業
暦
四
十
年
以
上
の
大
先
輩

の
農
家
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉

だ
。
こ
ん
な
大
先
輩
か
ら
「
君
た
ち

と
同
じ
」
と
言
わ
れ
る
な
ん
て
…

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。

お
役
所
勤
め
を
し
て
い
た
頃
は
、

年
功
序
列
が
ま
ず
基
本
。
年
数
を
重

ね
れ
ば
自
動
的
に
昇
給
す
る
し
、
あ

る
程
度
に
な
れ
ば
係
長
、
課
長
…
と

昇
進
し
て
い
く
。
こ
れ
が
当
た
り
前

の
世
界
か
ら
み
れ
ば
、「
毎
年
が
一

年
生
」
と
い
う
農
業
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
世
界
だ
ろ
う
。
よ
く
、「
農
家

は
社
長
だ
」
と
も
い
う
が
、
農
家
は

「
社
長
」
な
の
か
「
一
年
生
」
な
の

か
。
農
家
の
間
で
「
序
列
」
は
な
い

の
か
・
・
・
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
ろ
う
？

◆
「
豆
積
み
」
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
�

「
秋
作
業
っ
て
い
う
の
は
し
ん
ど

い
も
の
よ
。
特
に
『
豆
積
み
』
は
し

ん
ど
い
。
ま
あ
、
や
せ
ら
れ
る
か
ら

か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
だ
と
思
え
ば
い
い

ん
だ
け
ど
ね
。」

営
農
し
た
初
年
、
春
か
ら
何
度
も

義
母
に
い
わ
れ
て
い
た
。
い
っ
た
い

ど
れ
だ
け
し
ん
ど
い
の
か
・
・
・
我

が
身
を
も
っ
て
感
じ
る
秋
が
、
と
う

と
う
や
っ
て
き
た
。

「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」
九

月
に
入
る
と
、
ど
ん
ど
ん
日
が
短
く

な
っ
て
く
る
。「
女
心
（
男
心
？
）

と
秋
の
空
」
と
い
う
よ
う
に
、
秋
は

天
候
が
不
安
定
で
、
フ
ル
に
働
け
る

時
間
が
限
ら
れ
る
。
だ
か
ら
働
け
る

Ｕターン就農・・・我が家の場合 その３

「毎年が一年生の仕事なんだよなぁ。」

畑作農家（十勝・清水町）

森田 里絵

essay
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と
き
は
い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
な
が

ら
の
全
力
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
収
穫
物
を
扱
う
作
業
は
重
労

働
が
多
い
の
で
、
実
際
の
労
働
時
間

は
春
や
夏
に
比
べ
る
と
短
い
は
ず
な

の
に
、
疲
労
度
合
い
は
格
段
に
高
い
。

収
穫
の
適
期
を
逃
し
て
し
ま
え
ば
、

一
年
の
努
力
が
水
の
泡
。
と
に
か
く

す
べ
て
を
最
優
先
に
し
て
作
業
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ひ
た
す
ら
機
械
と
時
間
に
追
わ
れ

る
イ
モ
掘
り
は
、
一
ヶ
月
近
く
の
長

丁
場
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
「
ダ
イ

エ
ッ
ト
」
と
い
わ
れ
て
い
た
「
豆
積

み
」
作
業
が
始
ま
る
。

豆
の
「
ニ
オ
積
み
」
は
秋
の
風
物

詩
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
見
覚

え
あ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
可
愛
い

帽
子
を
ち
ょ
こ
ん
と
か
ぶ
っ
た
、

「
ト
ト
ロ
」
の
よ
う
な
愛
嬌
の
あ
る

形
は
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
。
こ

ん
な
可
愛
い
豆
の
「
ニ
オ
」
だ
が
、

あ
ま
り
の
重
労
働
の
た
め
に
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
ス
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
に
よ
る
収
穫
に
切
り
替
わ
っ
て
き

て
い
て
、
最
近
で
は
か
な
り
少
な
く

な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
我

が
農
場
で
は
、
昔
な
が
ら
の
「
ニ
オ

積
み
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

早
朝
に
刈
り
倒
し
て
二
、
三
日
天

日
干
し
さ
せ
た
豆
を
集
め
て
、
す
の

こ
の
よ
う
な
台
の
上
に
ぐ
る
ぐ
る
と

ら
せ
ん
状
に
積
ん
で
い
く
。
こ
の
積

み
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
農
場
に
よ
っ

て
工
夫
が
あ
る
よ
う
だ
。
豆
自
体
は

そ
れ
ほ
ど
重
い
も
の
で
は
な
い
が
、

腰
を
か
が
め
、
手
に
抱
え
ら
れ
る
限

界
ま
で
の
量
を
束
に
し
て
持
ち
上
げ

て
積
む
作
業
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
繰
り

返
し
で
、「
ふ
と
ん
の
上
げ
下
ろ

し
」
に
似
て
い
る
。
最
初
は
「
軽
い

軽
い
」
と
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
が
、

始
め
る
と
す
ぐ
に
汗
び
っ
し
ょ
り
で

腰
が
だ
る
く
な
っ
て
く
る
。

森田 里絵（もりた りえ）さん

清水町 農業

１９６８年 長崎県生まれ

京都大学農学部卒

１９９０年 北海道庁入庁

胆振支庁、道農政部、環境生活部などを経

験

２００１年 哲也氏と職場結婚

２００４年 退職し、清水町でUターン就農

現在、経営面積３３�
栽培作物：小麦、ビート、小豆、大豆、手亡、ジャガ

イモなど
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ひ
と
つ
の
「
ニ
オ
」
を
つ
く
る
の

に
、
だ
い
た
い
六
○
〜
八
○
束
の
豆

を
重
ね
て
い
く
。
一
人
で
や
れ
ば
小

一
時
間
が
必
要
だ
。
こ
の
ニ
オ
一
個

で
お
よ
そ
一
俵
（
六
○
�
）
の
豆
が

収
穫
で
き
る
。
豆
の
収
量
に
よ
っ
て
、

一
○
ア
ー
ル
あ
た
り
三
個
か
ら
六
個

の
ニ
オ
を
積
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
豆
畑
で
最

低
で
六
○
個
、
多
い
と
き
は
一
二
○

個
の
ニ
オ
が
で
き
る
。
こ
れ
だ
け
の

ニ
オ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
か
な
り

の
豆
束
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ふ
と
ん
の
上
げ
下
ろ
し
と
し
て
計
算

す
る
と
、
三
、
六
○
○
回
か
ら
七
、

二
○
○
回
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。

こ
こ
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
豆
の
収
量
が
多
け
れ
ば
多
い
と
き

ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
ニ
オ
を
積
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
。

要
す
る
に
、
し
ん
ど
い
と
き
ほ
ど
収

量
が
多
く
、
ま
あ
簡
単
に
い
え
ば
収

入
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か

ら
こ
の
ニ
オ
積
み
の
し
ん
ど
さ
に
は
、

だ
ん
だ
ん
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
快
感

が
伴
っ
て
く
る
。
ど
う
も
う
ま
く
説

明
で
き
な
い
が
、
こ
の
快
感
は
春
か

ら
畑
を
つ
く
り
、
豆
を
ま
い
て
除
草

を
し
て
、
大
切
に
豆
を
育
て
て
き
た

者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
！
汗
を

か
い
て
こ
れ
で
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
に

も
な
る
と
す
れ
ば
・
・
・
一
石
二
鳥
、

い
や
三
鳥
だ
ろ
う
か
�

◆
と
っ
て
み
た
ら
意
外
と
…
？

こ
の
時
期
、
会
う
農
家
の
方
々
そ

れ
ぞ
れ
が
、
互
い
の
収
量
を
何
気
な

く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。「
ど
う

だ
っ
た
？
」「
い
や
ぁ
〜
、
と
っ
て

み
た
ら
（＝

収
穫
し
て
み
た
ら
）
意

外
と
な
か
っ
た
さ
。
が
っ
く
り

だ
ぁ
。」「
○
○
さ
ん
と
こ
ろ
は
意
外

と
あ
っ
た
ら
し
い
よ
。」「
え
っ
、
な

に
か
特
別
な
こ
と
を
や
っ
た
の
か

な
。」
そ
ん
な
世
間
話
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を

聞
い
て
い
て
最
初
は
な
ん
だ
か
不
思

議
な
会
話
だ
な
、
と
思
っ
た
。

み
な
さ
ん
何
十
年
も
の
農
業
経
験

の
あ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ば
か

り
な
の
に
、
そ
れ
で
も
「
と
っ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
も
の
な
ん
だ
。

何
十
年
も
や
っ
て
い
れ
ば
、
だ
い
た

い
の
「
平
均
値
」
が
わ
か
っ
て
き
て
、

収
量
の
目
安
が
つ
い
て
き
そ
う
な
も

の
な
の
に
・
・
・
。

実
際
に
自
分
で
数
年
経
験
し
て
み

る
と
、
本
当
に
「
と
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
」
こ
と
を
実
感
し
た
。

夏
を
過
ぎ
れ
ば
収
穫
量
の
だ
い
た
い

の
見
当
は
つ
い
て
く
る
も
の
だ
が
、

順
調
そ
う
に
生
育
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
て
も
、
育
ち
が
良
す
ぎ
て
倒
伏

し
て
病
気
に
な
っ
た
り
、
収
穫
直
前

の
台
風
な
ど
の
被
害
で
作
物
が
倒
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
土
壌
の
乾
燥
度
合

い
や
日
照
条
件
、
そ
ん
な
わ
ず
か
な

違
い
で
も
収
穫
し
て
み
る
と
か
な
り

の
差
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
い
う
恐
ろ
し
い
経
験
を
重
ね

る
と
、
農
家
に
必
要
な
の
は
「
平
均

値
」
よ
り
も
「
最
大
値
」「
最
小
値
」

を
と
ら
え
る
こ
と
だ
、
と
気
づ
か
さ

れ
る
。
常
に
「
最
悪
」
の
状
況
を
想

定
し
、
自
分
の
収
穫
量
が
「
最
小
」

で
あ
っ
た
場
合
を
考
え
な
が
ら
経
費

を
使
っ
て
い
く
。
様
々
な
気
象
条
件

の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で

あ
っ
て
も
「
最
大
」
の
収
穫
量
が
確

保
で
き
る
よ
う
「
最
善
」
の
策
を
尽

く
す
。「
だ
い
た
い
毎
年
こ
れ
ぐ
ら

い
と
れ
る
ん
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
こ

れ
ぐ
ら
い
使
っ
ち
ゃ
え
」
と
「
平
均

値
」
だ
け
で
農
業
経
営
を
と
ら
え
る

と
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
お
役
所

の
よ
う
に
同
時
に
た
く
さ
ん
の
人
を

管
理
す
る
の
で
あ
れ
ば
「
平
均
値
」
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で
物
事
を
と
ら
え
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
が
、
農
家
は
自
営
業
、
結
局
は

結
果
し
か
あ
り
得
な
い
。
常
に
「
最

小
」
の
経
費
で
「
最
大
」
の
結
果
を

出
す
こ
と
。
こ
の
選
択
を
い
つ
も
迫

ら
れ
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な

農
家
で
あ
る
ほ
ど
、
自
ら
の
経
験
の

中
か
ら
瞬
時
に
「
最
善
」
の
判
断
と

効
率
的
な
行
動
が
で
き
る
の
だ
。

◆
リ
セ
ッ
ト
で
き
な
い
ゲ
ー
ム

そ
う
、
た
と
え
て
み
れ
ば
、
農
業

と
い
う
の
は
選
択
肢
と
結
果
が
何
千

通
り
も
あ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
だ
。
畑
づ
く

り
か
ら
収
穫
ま
で
の
間
、
作
物
に
は

低
温
、
旱
ば
つ
、
長
雨
、
強
風
、
病

害
虫
や
雑
草
の
多
発
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
試
練
が
与
え
ら
れ
る
。
全
て
に

好
き
な
だ
け
お
金
や
労
力
を
か
け
ら

れ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
い
い
の
だ
が
、
自

分
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
資
金
、
機
械
、

労
働
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
手
持
ち
の
コ
マ
を
上
手
に
使
い
な

が
ら
、
ピ
ン
チ
の
と
き
の
選
択
肢
を

決
め
て
い
く
。
年
数
を
重
ね
て
経
験

を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
経
験
値
」
が
上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
見
極
め
な
が
ら
よ
り
最
善

の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、

リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
途
中
で
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
ゲ
ー
ム
を
「
リ
セ
ッ

ト
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
果

的
に
は
収
穫
量
か
ら
経
費
を
ひ
い
た

も
の
が
農
場
の
収
益
と
し
て
自
分
の

前
に
つ
き
つ
け
ら
れ
る
、
恐
ろ
し
い

ゲ
ー
ム
だ
。
こ
う
や
っ
て
秋
を
迎
え

て
み
て
初
め
て
、「
あ
ぁ
、
や
っ
ぱ

り
種
ま
き
は
も
う
二
日
早
く
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」「
あ
の
と
き
無
理

を
し
て
で
も
じ
ゃ
が
い
も
の
培
土
を

や
っ
て
お
い
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と

一
年
間
の
選
択
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、「
来
年
は
こ
う

す
る
ぞ
！
」
と
新
し
い
意
欲
も
わ
い

て
く
る
。

毎
年
春
に
な
る
と
、
農
家
は
新
し

い
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て

「
一
年
生
」
の
気
持
ち
で
臨
む
の
だ
。

だ
か
ら
、
ゲ
ー
ム
を
行
う
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
間
に
は
序
列
は
な
い
。
あ
る

の
は
、
秋
に
収
穫
が
終
わ
っ
た
と
き

「
結
果
」
の
差
だ
。
こ
の
「
喜
び
」

と
「
屈
辱
」
が
背
中
合
わ
せ
の
中
で
、

「
自
分
の
腕
次
第
」
と
い
う
面
白
さ

も
感
じ
て
い
る
。
こ
う
し
て
収
穫
の

秋
を
迎
え
て
み
て
、
早
く
も
来
年
の

春
、「
一
年
生
」
と
し
て
新
た
な

ゲ
ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
コ
マ
を

進
め
る
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
。
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一
九
九
二
年
式
銀
色
の
ロ
ー
バ
ー
Ｓ
ｉ
２
２
０
が
値
上
が
り
を
続
け
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
や
や
黒
い
排
気
ガ
ス
を
出
し
な
が
ら
、
林
の
中
の
坂
道
を

上
っ
て
い
る
。
林
の
奥
に
か
す
か
に
見
え
る
川
面
は
エ
ク
セ
タ
ー
へ
と
下

る
エ
ク
セ
川
の
ま
だ
小
さ
な
本
流
で
あ
る
。
さ
っ
き
ま
が
っ
た
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
が
、
曲
が
る
べ
き
や
つ
の
一
つ
手
前
だ
っ
た
な
、
と
思
い
な
が

ら
、
助
手
席
に
お
い
た
地
図
に
ち
ら
っ
と
目
を
や
っ
た
。
大
学
の
研
究
室

を
出
発
す
る
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
、
今
向
か
っ
て
い
る
農

場
の
地
図
と
、
デ
ボ
ン
州
政
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
探
し
た
、
宿
の
近

く
に
あ
る
フ
ッ
ト
パ
ス
の
地
図
が
、
置
か
れ
て
い
る
。

エ
ク
セ
タ
ー
を
出
た
の
が
午
後
三
時
。
朝
方
に
降
っ
た
激
し
い
シ
ャ

ワ
ー
が
嘘
の
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。
Ｍ
五
の
二
七
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
降
り
て
か
ら
エ
ク
ス
ム
ア
の
南
端
に
入
る
ま
で
約
二
十
分
の
ド

ラ
イ
ブ
で
あ
る
。
市
内
か
ら
ず
っ
と
か
か
っ
て
い
た
ロ
ー
カ
ル
放
送
の

「
ジ
ェ
ミ
ナ
イ
Ｆ
Ｍ
」
も
そ
ろ
そ
ろ
電
波
の
範
囲
外
に
近
づ
い
て
き
た
ら

し
い
。
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ん
だ
Ｃ
Ｄ
は
、
日
本
か
ら
も
っ
て
き
た
ク
レ
イ

ジ
ー
ケ
ン
バ
ン
ド
だ
。
林
を
抜
け
て
目
の
前
に
広
が
り
だ
し
た
、
見
渡
す

限
り
連
な
る
丘
。
緑
色
の
上
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
白
・
茶
色
の
点
は
、
草

を
は
む
牛
、
羊
の
群
れ
。
絵
は
が
き
の
よ
う
な
風
景
に
、
微
妙
に
横
山
険

の
声
が
マ
ッ
チ
す
る
。◆

◆

◆

Report

「手習い」イギリス文化論

イギリスな休日

（独）日本学術振興会 特別研究員（酪農学園大学酪農学部所属）

小林 国之

トトトトトトトトトトトトーーーーーーーーーーーーポポポポポポポポポポポポレレレレレレレレレレレレ

第５回

レレ
ポポ
ーー
トト
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約
一
ヶ
月
前
の
七
月
中
旬
、
ふ
と
農
家
の
や
っ
て
い
る
Ｂ
＆
Ｂ
に
泊
ま

ろ
う
と
思
い
立
ち
、
以
前
に
ど
こ
か
の
観
光
案
内
所
で
入
手
し
た
「D

e-

v
o
n
F
arm

A
cco
m
m
o
d
atio
n
2
0
0
6

」
と
い
う
Ｂ
＆
Ｂ
を
紹
介
し
て
い

る
小
冊
子
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
り
な
が
ら
、
ど
こ
に
し
よ
う
か
と
、
あ
て
も

な
く
思
案
し
た
。
手
が
か
り
は
数
行
の
紹
介
文
と
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
星
の

数
、
そ
れ
と
切
手
二
枚
分
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
写
真
だ
。
あ
る
と
こ
ろ
は

星
五
つ
に
さ
ら
に
「G

o
ld
en
aw
ard

」
と
書
い
て
あ
る
。
一
体
そ
れ
が
な

ん
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
。
た
い
て
い
の
殺
し
文
句
は
こ
れ
だ
。「
都
会

小林 国之（こばやし くにゆき）氏

１９７５年 北海道に生まれる

２００３年３月 北海道大学大学院農学研究科博士課程後期課程修了（博士（農学））

その後、北海道大学大学院農学研究科研究員を経て

２００４年４月 日本学術振興会特別研究員（酪農学園大学酪農学部所属）

２００５年４月～２００６年１０月 Exeter University、Centre for Rural Research に客員

研究員として在籍

◆主な著書

「『農協と加工資本』～ジャガイモをめぐる攻防」�日本評論社 ２００５年

エクスムア

レレ
ポポ
ーー
トト
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の
喧
噪
を
離
れ
て
、
す
ば
ら
し
い
農
村
風
景
の
中
、
十
五
世
紀
に
立
て
ら

れ
た
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
を
改
装
し
た
Ｂ
＆
Ｂ
で
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
食
べ

な
が
ら
、
自
分
を
甘
や
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
も
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
目

星
を
つ
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
。
す
ば
ら
し
い
景
色
と
、

フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
、
プ
ー
ル
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
宿
泊
施
設

と
し
て
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、「
私
た
ち
は

働
い
て
い
る
農
家
で
す
。
牛
と
羊
を
飼
い
な
が
ら
、
Ｂ
＆
Ｂ
も
や
っ
て
い

ま
す
。」
と
い
う
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

色
々
と
探
し
て
み
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の
っ
て
い
た
宿
主
の
お
じ

さ
ん
と
お
ば
さ
ん
の
優
し
そ
う
な
写
真
と
、
勘
を
頼
り
に
一
つ
を
選
ん
だ
。

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
、
Ｂ
＆
Ｂ
な
ど
は
ど

こ
も
い
っ
ぱ
い
だ
。
メ
ー
ル
で
空
き
室
状
況
を
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
来

月
中
頃
ま
で
ず
っ
と
満
室
で
す
」、
と
い
う
回
答
。
特
に
急
い
で
い
る
わ

け
で
も
な
い
の
で
、「
で
は
待
ち
ま
す
」、
と
返
信
を
し
た
。

あ
れ
や
こ
れ
や
で
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
出
か
け
る
当
日
、
朝
の
研
究
室
で

パ
ソ
コ
ン
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
が
ら
ふ
と
思
っ
た
。
向
こ
う
に
着
い
て

か
ら
何
を
し
よ
う
か
と
。
返
信
の
メ
ー
ル
に
は
「
今
は
農
作
業
が
忙
し
い

の
で
こ
ち
ら
に
来
る
の
は
午
後
五
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。」と
あ
っ
た
。

夕
食
は
六
時
半
か
ら
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
六
時
頃
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
す
る
と
し
て
、
午
後
は
何
を
し
て
過
ご
そ
う
か
。
宿
ま
で
は
た
ぶ
ん
一

時
間
ほ
ど
な
の
で
、
大
学
を
五
時
ぐ
ら
い
に
出
発
す
れ
ば
い
い
か
と
も

思
っ
た
が
、
た
だ
「
行
っ
て
泊
ま
っ
て
帰
り
ま
す
」、
で
は
味
気
な
い
。
こ

こ
は
一
つ
、
イ
ギ
リ
ス
人
的
な
休
日
を
演
出
し
て
み
よ
う
、
と
思
い
、
そ

れ
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
宿
の
近
く
の
フ
ッ
ト
パ
ス

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
。
近
く
の
村
に
手
頃
な
距
離
の
フ
ッ
ト
パ

ス
が
見
つ
か
り
、
そ
の
地
図
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

◆

◆

◆

連
な
る
稜
線
沿
い
に
走
る
道
路
を
運
転
し
な
が
ら
、
左
右
の
景
色
に
目

を
や
る
。
エ
ク
ス
ム
ア
の
南
端
に
入
っ
て
か
ら
Ｂ
＆
Ｂ
ま
で
は
小
一
時
間

ほ
ど
の
ド
ラ
イ
ブ
に
な
り
そ
う
だ
。
車
二
台
が
ち
ょ
う
ど
通
り
過
ぎ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
な
道
幅
の
道
路
の
、
両
端
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ヘ
ッ
ジ
が

迫
っ
て
い
て
視
界
は
悪
い
。
緑
の
壁
で
覆
わ
れ
た
迷
路
の
中
を
走
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
カ
ー
ブ
で
は
完
全
に
前
方
の
視
界
が
遮
ら
れ
る
。
教
習
所
で

し
て
は
い
け
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
「
た
ぶ
ん
対
向
車
は
来
な
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
「
だ
ろ
う
運
転
」
し
か
、
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
映
る
時
速
五
○
マ
イ

ル
で
迫
っ
て
く
る
後
続
車
の
無
言
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
わ
す
手
立
て
は

な
い
。
そ
ん
な
道
路
を
走
っ
て
い
る
と
、
時
折
ぱ
っ
と
視
界
が
開
け
る
。

ヘ
ッ
ジ
で
切
り
取
ら
れ
た
幾
何
学
模
様
の
緑
の
丘
。
遠
方
に
は
、
エ
ク
ス

ム
ア
の
ヒ
ー
ス
も
見
え
る
。
景
色
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
暇
も

な
く
、
視
界
は
ま
た
緑
色
の
壁
に
遮
ら
れ
て
し
ま
う
。
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で

レレ
ポポ
ーー
トト
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過
ぎ
て
い
く
チ
ラ
リ
ズ
ム
の
農
村
風
景
に
、
ゆ
っ
く
り
見
て
み
た
い
、
と

い
う
思
い
は
募
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
欲
望
を
叶
え
て
く
れ
る
の
が
、
フ
ッ
ト
パ
ス
だ
。
ヘ
ッ
ジ
で
囲

ま
れ
た
畑
。
道
路
を
車
で
走
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
緑
の
壁
に
覆
わ
れ
て

中
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
そ
の
秘
密
の
空
間
に
、
フ
ッ
ト
パ
ス
は

導
い
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
開
か
れ
て
い
る
よ
う
で
実
は
な
か
な
か
立
ち

入
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
通
り
過
ぎ
る
し
か
で
き
な
い
農
村
風
景
の
中
に
、

異
質
な
人
間
を
招
き
入
れ
て
く
れ
る
ゲ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
だ
。

◆

◆

◆

そ
の
秘
め
ら
れ
た
解
放
空
間
へ
の
入
り
口
は
、
実
は
い
た
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
簡
単
に
目
に
つ
く
も
の
か
ら
、
茂
み
に
覆
わ
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
る
も
の
。
今
回
私
が
目
指
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
Ｂ
＆
Ｂ
近

く
に
あ
る
小
さ
な
村
に
あ
る
ら
し
い
。
地
図
を
頼
り
に
村
の
中
を
進
ん
で

い
く
と
、
入
り
口
は
十
〜
十
二
世
紀
頃
に
建
て
ら
れ
た
ら
し
い
教
会
の
す

ぐ
近
く
に
あ
っ
た
。
教
会
前
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
日
本
か
ら
も
っ
て

き
た
か
れ
こ
れ
十
年
ほ
ど
愛
用
し
て
い
る
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
、
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
ア
ジ
ア
人
が
フ
ラ
フ
ラ
と
フ
ッ
ト
パ
ス
の
ゲ
ー
ト
を

く
ぐ
っ
た
。
途
中
、
普
通
は
柵
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
あ
る
ス
タ
イ
ル
と

呼
ば
れ
る
踏
み
台
が
、
柵
も
な
い
道
に
そ
っ
と
置
か
れ
て
い
た
。
そ
い
つ

を
わ
ざ
わ
ざ
乗
り
越
え
て
行
く
と
、
す
ぐ
に
羊
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
畑
に

出
た
。
こ
こ
は
た
ぶ
ん
牧
草
地
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
麦
刈
り
後
の
畑
の
よ

う
で
あ
る
。
電
流
が
流
さ
れ
た
牧
柵
の
向
こ
う
で
、
突
然
の
来
訪
者
に
驚

き
、
フ
ン
を
ひ
り
な
が
ら
逃
げ
出
す
羊
の
親
子
。
そ
ろ
そ
ろ
、
出
荷
の
時

期
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
ラ
ム
肉
達
が
、
ま
だ
あ
ど
け
な
い
顔
で
こ
っ
ち
の

様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
地
図
を
頼
り
に
し
ば
ら
く
進
む
と
、
フ
ッ
ト

パ
ス
が
ロ
ー
プ
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。
地
図
で
は
こ
の
先
の
圃
場
を
横

切
っ
て
、
川
の
流
れ
る
方
に
丘
を
下
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

スタイル
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が
、
ど
う
や
ら
一
時
的
に
封
鎖
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
し
ば
ら
く
戸
惑
っ

て
い
る
と
、
青
空
か
ら
急
に
シ
ャ
ワ
ー
が
落
ち
て
き
た
。
西
の
方
に
あ
る

灰
色
の
雲
か
ら
風
に
乗
っ
て
流
れ
て
き
て
い
る
。
木
陰
で
雨
宿
り
し
な
が

ら
、
し
ば
し
歩
い
て
き
た
み
ち
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
車
を
と
め
て
い
る

教
会
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
旗
が
た
な
び
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
そ
の

隣
は
ロ
ン
ド
ン
イ
ン
と
い
う
名
前
の
パ
ブ
だ
。

時
計
は
五
時
を
す
ぎ
て
い
る
。
ロ
ー
プ
を
超
え
て
歩
い
て
い
く
の
も
、

手
だ
と
は
思
っ
た
が
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
雨
も
ま
だ
ぱ
ら
つ
い

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
車
へ
戻
る
こ
と
に
し
た
。
戻
る
途
中
、
馬
に
乗
っ

た
家
族
連
れ
が
、
犬
を
二
匹
従
え
な
が
ら
道
路
を
横
切
っ
て
い
っ
た
。

◆

◆

◆

目
指
す
宿
を
見
つ
け
た
の
は
五
時
半
を
少
し
回
っ
た
頃
で
あ
る
。
ヘ
ッ

ジ
の
切
れ
間
に
出
現
し
た
看
板
と
ゲ
ー
ト
を
見
つ
け
て
、
車
の
速
度
を
落

と
し
て
、
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
農
家
の
住
宅
へ
と
続
く
私
道
を
走
ら
せ
る
。

そ
の
砂
利
道
は
ゲ
ス
ト
パ
ー
キ
ン
グ
と
看
板
の
掛
け
ら
れ
た
倉
庫
に
ぶ
つ

か
っ
た
。
そ
の
手
前
に
は
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
の
ト
ラ
ク
タ
ー
。
後
か
ら
気
が

つ
い
た
の
だ
が
、
ゲ
ー
ト
近
く
に
立
っ
て
い
た
納
屋
に
は
二
頭
の
ロ
バ
が

飼
わ
れ
て
い
る
。
車
を
誰
も
い
な
い
駐
車
場
に
止
め
、
鉄
の
ゲ
ー
ト
を
く

ぐ
り
玄
関
へ
と
向
か
う
。
前
庭
は
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
二
人
が

け
の
ベ
ン
チ
が
南
向
き
に
二
つ
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
か
ら
見
え
る

景
色
は
、
見
渡
す
限
り
の
緑
の
丘
で
あ
る
。
建
物
は
白
い
壁
の
二
階
建
て

で
、
Ｌ
字
型
に
な
っ
て
い
る
。
思
っ
た
よ
り
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
造
り
だ
。

玄
関
は
Ｌ
字
型
の
折
れ
曲
が
っ
た
角
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ド
ア
の
横
に
あ

る
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、
ラ
ン
ク
付
け
を
示
す
五
つ
星
の
シ
ー
ル
と
、
ロ
ー
カ

ル
フ
ー
ド
を
使
っ
て
い
ま
す
、
と
い
う
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
ベ
ル

は
ど
こ
だ
ろ
う
と
思
っ
た
瞬
間
、
ド
ア
を
開
け
る
音
が
し
た
。
や
や
驚
い

て
顔
を
上
げ
る
と
、
初
老
の
女
性
が
笑
顔
で
た
っ
て
い
る
。
自
分
の
名
前

フットバス
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を
名
乗
ろ
う
と
し
た
が
そ
れ
よ
り
も
は
や
く
彼
女
が
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

ど
う
ぞ
入
っ
て
下
さ
い
。」
簡
単
な
挨
拶
を
す
ま
せ
て
、
二
階
の
部
屋
へ

と
案
内
し
て
く
れ
た
。「
客
室
は
い
く
つ
あ
る
ん
で
す
か
。」
と
聞
く
と
、

「
三
つ
だ
け
で
す
よ
。」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
た
ま
ま
答
え
て
く
れ
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
あ
っ
た
と
お
り
の
優
し
そ
う
な
笑
顔
で
あ
る
。
創
業

以
来
三
十
年
ほ
ど
に
な
る
こ
の
Ｂ
＆
Ｂ
を
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
だ
。
春
先
の
子
羊
が
生
ま
れ
る
忙
し
い
時
期
に
は
ご
主
人
の
手

伝
い
も
す
る
の
だ
と
い
う
。
今
日
の
お
客
は
私
の
外
に
二
組
で
、
ま
だ
つ

い
て
い
な
い
様
子
だ
。
話
で
は
、
年
間
平
均
す
る
と
、
一
日
平
均
で
四
名

の
お
客
さ
ん
が
来
る
計
算
に
な
る
ら
し
い
。
た
い
し
た
回
転
率
で
あ
る
。

◆

◆

◆

建
物
内
の
写
真
は
ご
遠
慮
下
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
の
家
具
や
食
器
類
、
そ
れ
に
彼
女
の
趣
味
な
の
だ
ろ
う
、
女
の

子
の
絵
な
ど
が
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
飾
ら
れ
て
い
る
。
天
井
が
低
く
、
白
い
壁

に
走
っ
て
い
る
湾
曲
し
た
黒
い
梁
が
お
も
し
ろ
い
。
廊
下
が
斜
め
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
味
が
あ
る
。
案
内
さ
れ
た
寝
室
は
斜
め
の
廊
下
の
突
き

当
た
り
に
あ
っ
た
。
室
内
に
は
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
が
二
つ
、
南
向
き
の
窓

の
両
側
に
い
す
が
二
つ
置
か
れ
て
い
る
。
窓
か
ら
は
丘
の
風
景
を
見
渡
す

こ
と
が
出
来
た
。
室
内
は
な
に
や
ら
懐
か
し
い
臭
い
が
す
る
。
小
さ
い
頃

祖
父
母
の
家
に
夏
休
み
に
泊
ま
り
に
い
っ
た
と
き
の
こ
と
を
何
と
な
く
思

B&B
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い
出
さ
せ
る
よ
う
な
臭
い
だ
。
バ
ス
ル
ー
ム
は
北
側
に
あ
り
、
そ
こ
に
も

大
き
な
窓
が
あ
っ
て
と
て
も
明
る
い
。
浴
槽
付
き
の
シ
ャ
ワ
ー
や
洗
面
台

な
ど
ど
れ
も
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

室
内
の
簡
単
な
説
明
の
後
、
一
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
へ
の
案
内
し
て
く
れ
た
。

ラ
ウ
ン
ジ
は
日
本
風
に
言
え
ば
十
二
、
三
畳
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
の
机
と
い
す
が
窓
際
に
置
か
れ
て
い
る
。
中
央
に
は
大
き
な
ソ

フ
ァ
ー
が
暖
炉
の
方
を
向
い
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
食
後
に
こ
こ
で
紅
茶

を
飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
の
だ
ろ
う
。
暖
炉
の
両
側
と
上
に
は
、
農
耕
馬

に
鋤
な
ど
を
つ
け
る
た
め
の
馬
具
が
、
何
か
の
美
術
品
の
よ
う
に
綺
麗
に

飾
ら
れ
て
い
た
。

夕
食
ま
で
は
あ
と
三
十
分
だ
。
と
り
あ
え
ず
部
屋
に
戻
り
、
静
寂
を
破

る
た
め
に
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
置
か
れ
て
い

る
宿
紹
介
の
フ
ァ
イ
ル
に
目
を
通
し
た
。
施
設
の
説
明
や
注
意
事
項
と
並

ん
で
農
場
や
地
域
の
歴
史
が
か
か
れ
て
い
る
。
こ
の
農
場
が
最
初
に
作
ら

れ
た
の
は
十
一
世
紀
の
こ
と
ら
し
い
。
現
在
は
肉
牛
、
羊
を
飼
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
地
下
水
を
く
み
上
げ
て
利
用
し
て
い
る
。
水
道
水
よ
り

も
美
味
し
い
水
と
い
う
こ
と
だ
。
早
速
バ
ス
ル
ー
ム
に
行
っ
て
ガ
ラ
ス
の

コ
ッ
プ
で
蛇
口
か
ら
水
を
汲
み
、
コ
ッ
プ
を
窓
の
方
に
向
け
て
眺
め
て
か

ら
、
ぐ
い
っ
と
飲
ん
だ
。
確
か
に
水
道
水
特
有
の
い
や
な
味
が
な
い
。
私

の
家
の
水
道
水
は
、
飲
め
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
が
臭
い
が
気
に
な
る
の
で

い
つ
も
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
っ
て
飲
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
、
デ

ボ
ン
州
を
含
め
た
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
と
い
う
地
域
は
、
水
は
良
質
な
こ
と

で
有
名
だ
と
い
う
の
だ
が
。
き
っ
と
こ
う
し
た
良
質
の
水
が
水
道
の
蛇
口

か
ら
出
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
も
、
都
会
か
ら
旅
し
て
き
た
人
に
と
っ
て

は
大
き
な
喜
び
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
。

◆

◆

◆

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
夕
食
の
時
間
と
な
り
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
へ
と
降

り
て
い
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
私
の
外
に
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
置
か
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
誰
も
い
な
い
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
奥
に
あ
る
ド
ア
の
向
こ
う

が
、
キ
ッ
チ
ン
兼
彼
女
た
ち
の
居
住
空
間
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ド
ア

の
横
に
あ
る
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
自
分
が
来
た
こ
と
を
告
げ
た
。
ド
ア
か
ら

顔
を
出
し
た
彼
女
は
、「
も
う
一
組
が
ま
だ
来
て
い
な
い
の
よ
。
ま
あ
い

い
わ
、
ど
う
ぞ
座
っ
て
下
さ
い
。」

前
菜
の
サ
ラ
ダ
の
次
に
出
て
き
た
の
が
ポ
ー
ク
を
ソ
テ
ー
し
て
か
ら
野

菜
と
煮
た
料
理
に
、
茹
で
た
新
じ
ゃ
が
、
ア
ス
パ
ラ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
イ
ン

ゲ
ン
で
あ
る
。
農
家
の
入
り
口
の
と
こ
ろ
にD

ev
o
n
R
ed
R
u
b
y

と
い
う

こ
の
地
方
の
特
産
牛
の
看
板
が
で
て
い
た
の
で
、
す
っ
か
り
ビ
ー
フ
が
食

べ
ら
れ
る
と
踏
ん
で
い
た
私
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
が
っ
か
り
し
た
が
、
と
て

も
軟
ら
か
く
煮
て
あ
る
ポ
ー
ク
を
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
た
。
食
後
に

は
手
作
り
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
出
て
き
た
。
紅
茶
を

飲
ん
で
し
ば
ら
く
ま
っ
た
り
。
そ
の
間
も
来
る
は
ず
の
お
客
さ
ん
は
ま
だ
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現
れ
な
か
っ
た
。

◆

◆

◆

食
後
に
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
お
い
て
あ
っ
た
豚
や
牛
の
写

真
集
な
ど
を
見
な
が
ら
、
や
お
ら
寝
室
に
戻
っ
た
。
時
間
は
ま
だ
八
時
前

で
あ
る
。
外
も
十
分
に
明
る
い
。
今
日
は
珍
し
く
お
酒
も
飲
ん
で
い
な
い
。

一
思
案
し
て
、
風
呂
に
は
い
る
こ
と
に
し
た
。
わ
た
し
の
ア
パ
ー
ト
に
は

シ
ャ
ワ
ー
し
か
な
く
数
ヶ
月
間
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
。
バ
ス
タ

ブ
に
取
り
付
け
ら
れ
た
蛇
口
を
ひ
ね
り
、
し
っ
か
り
と
熱
い
お
湯
で
あ
る

こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
十
五
分
ほ
ど
待
っ
た
。

バ
ス
ル
ー
ム
に
行
き
湯
船
を
み
る
と
、
張
っ
た
お
湯
が
な
に
や
ら
う
っ

す
ら
黄
緑
色
を
し
て
い
る
。
入
浴
剤
を
入
れ
た
か
の
よ
う
だ
。
き
っ
と
土

質
の
関
係
で
地
下
水
に
色
が
付
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ふ
と
、
以
前
本
で

読
ん
だ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ウ
イ
ス
キ
ー
に
使
う
地
下
水
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
世
界
的
に
有
名
な
日
本
人
の
ウ
イ
ス
キ
ー
ラ
イ
タ
ー
が
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
旅
し
た
と
き
に
泊
ま
っ
た
Ｂ
＆
Ｂ
で
、
二
日
酔
い
の
朝

に
ピ
ー
ト
で
茶
色
く
色
付
い
た
水
を
の
み
、
そ
の
う
ま
さ
に
驚
く
、
と
い

う
も
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
洗
い
場
の
な
い
こ
の
浴
槽
と
い
う
も
の
が
ど
う
も
好

き
に
な
れ
な
い
。
好
き
嫌
い
と
言
う
よ
り
も
、
よ
く
使
い
方
が
わ
か
ら
な

い
、
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。
若
い
頃
は
テ
レ
ビ
で
見
た
シ
ャ
ボ

ン
が
ブ
ク
ブ
ク
と
泡
だ
っ
た
お
風
呂
に
あ
こ
が
れ
た
。
小
さ
い
頃
、
自
分

の
家
の
浴
槽
に
石
け
ん
を
入
れ
て
、
一
生
懸
命
泡
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
お
湯
が
た
だ
白
く
濁
る
だ
け
で
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
あ
ん
な

に
泡
立
つ
の
だ
ろ
う
、
と
私
の
憧
れ
は
ま
す
ま
す
募
っ
た
も
の
だ
。
そ
ん

な
多
感
な
時
期
を
通
り
越
し
た
私
に
と
っ
て
、
湯
船
に
つ
か
り
な
が
ら
、

体
を
ご
し
ご
し
こ
す
っ
て
洗
う
、
と
い
う
や
り
方
が
ど
う
も
気
持
ち
よ
く

な
い
。
綺
麗
に
な
っ
た
気
が
し
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
、
こ
ち
ら
の
人
は

洗
っ
た
泡
ま
み
れ
の
ま
ま
タ
オ
ル
で
体
を
拭
い
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
、
と

い
う
人
も
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
食
器
を
濯
が
な
い
人
達
だ
か
ら
な
の
だ
ろ

う
か
。

そ
れ
で
も
、
久
々
に
湯
船
に
つ
か
っ
た
私
は
、
シ
ャ
ボ
ン
と
も
し
ば
し

戯
れ
た
後
に
、
思
い
切
っ
て
浴
槽
の
水
を
流
す
こ
と
に
し
た
。
湯
船
を
か

ら
に
し
て
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
よ
う
と
い
う
作
戦
だ
。
徐
々
に
減
っ
て

ゆ
く
お
湯
に
最
後
ま
で
何
と
か
浸
か
ろ
う
と
浴
槽
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
か

ら
、
立
ち
上
が
り
シ
ャ
ワ
ー
の
ノ
ブ
を
回
し
た
。
こ
れ
で
泡
を
さ
っ
ぱ
り

流
し
て
私
の
数
ヶ
月
ぶ
り
の
入
浴
は
さ
わ
や
か
に
終
了
す
る
予
定
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ノ
ブ
を
い
く
ら
回
し
て
も
、
蜂
の
巣
の
よ
う
な
形
を
し
た
シ
ャ

ワ
ー
ヘ
ッ
ド
か
ら
は
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
る
の
み
で
あ
る
。
い
く
ら
ノ

ブ
を
全
開
に
し
て
も
、
い
っ
こ
う
に
変
わ
る
気
配
は
な
い
。「
使
い
方
は

簡
単
で
す
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
た
お
ば
さ
ん
の
顔
が
浮
か
ぶ
。（
使
い
方

は
確
か
に
簡
単
だ
け
ど
、
勢
い
が
。）
し
み
で
る
よ
う
に
落
ち
て
く
る

レレ
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シ
ャ
ワ
ー
を
何
と
か
浴
び
、
ぬ
め
り
気
が
と
れ
た
頃
に
、
一
つ
く
し
ゃ
み

を
し
た
。
窓
の
向
こ
う
に
は
、
茶
色
い
牛
が
草
を
は
ん
で
い
た
。

◆

◆

◆

髪
が
乾
く
の
を
待
っ
て
か
ら
、
寝
る
こ
と
に
し
た
。
時
刻
は
十
一
時
過

ぎ
。
何
一
つ
音
の
し
な
い
静
寂
の
中
で
、
知
ら
な
い
間
に
眠
っ
て
い
た
。

◆

◆

◆

朝
食
は
八
時
半
と
い
わ
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
比
べ
る
と

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
設
定
で
あ
る
。
朝
食
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
は
、
昨
日

は
見
か
け
な
か
っ
た
二
組
の
お
客
も
す
で
に
席
に
着
い
て
い
た
。
両
方
と

も
中
年
の
夫
婦
で
あ
る
。
一
方
は
恰
幅
の
い
い
豪
快
な
笑
い
声
の
ご
主
人

と
、
陽
気
な
笑
顔
が
印
象
的
な
奥
さ
ん
。
も
う
一
方
は
、
細
身
で
ま
じ
め

そ
う
な
顔
を
し
た
ご
主
人
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ー
を
し
た
健

康
的
な
奥
さ
ん
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
朝
食
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ブ
レ

イ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
を
食
べ
な
が
ら
話
を
し
て
い
る
と
、
二
組
の
共
通
点
と

相
違
点
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
の
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
方
が
見
え
て

き
た
。
共
通
点
。
二
組
と
も
子
供
も
も
う
独
立
し
て
二
人
の
時
間
が
あ
り
、

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
に
家
を
構
え
て
い
る
。
窓
か
ら
見
え
る
彼
ら
の
車
も

ド
イ
ツ
製
の
日
本
で
言
う
高
級
車
だ
。
数
日
の
休
日
を
利
用
し
て
、
こ
の

地
域
に
ホ
リ
デ
ー
に
来
て
い
る
の
だ
。
相
違
点
。
恰
幅
の
い
い
方
の
ペ
ア

は
、
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
ち
こ
ち
を
回
り
な
が
ら
、
風
景
を
楽
し
み
、
パ
ブ
を

楽
し
む
タ
イ
プ
で
あ
る
。
細
身
の
方
の
ペ
ア
は
、
本
格
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
今
日
も
こ
れ
か
ら
ダ
ー
ト
ム
ー
ア
に
む
か
っ
て
、

二
十
キ
ロ
ほ
ど
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
て

き
た
恰
幅
の
い
い
ご
主
人
は
、「
私
は
車
を
発
明
し
た
人
に
感
謝
し
た
い

ね
。」
と
い
っ
て
い
た
。
ど
ち
ら
も
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
だ
。

納屋
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九
時
半
頃
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
す
る
た
め
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
降
り
て

い
く
と
、
昨
日
は
見
か
け
な
か
っ
た
ご
主
人
が
い
す
に
座
っ
て
い
た
。
今

の
時
期
は
そ
ろ
そ
ろ
子
羊
の
出
荷
が
始
ま
る
時
期
な
の
だ
と
い
う
。
こ
れ

か
ら
仕
事
に
出
か
け
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。
私
も
そ
ろ
そ
ろ
出
発
の
時
間

で
あ
る
。
二
人
に
お
礼
を
言
っ
て
か
ら
玄
関
を
出
て
、
車
に
向
か
っ
た
。

駐
車
場
横
に
あ
る
納
屋
か
ら
豚
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
夫
婦
の
恰
幅
の
い

い
ご
主
人
が
、
そ
の
豚
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
珍
し
い
姿
を
し
て
い
る
。
そ
の
夫
婦
は
自
分
の
家
で
も
ペ
ッ
ト

と
し
て
か
な
り
の
頭
数
の
豚
を
飼
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
奥
さ
ん
曰

く
、「
豚
ほ
ど
魅
力
的
な
顔
を
し
た
動
物
は
い
な
い
わ
よ
ね
」。
な
に
や
ら

イ
ギ
リ
ス
「
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
」
の
奥
深
さ
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。

◆

◆

◆

一
時
間
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
て
Ｍ
５
に
戻
っ
た
。
時
速
七
○
マ
イ
ル
で
走

れ
ば
、
一
時
間
か
か
ら
ず
に
大
学
に
戻
れ
る
だ
ろ
う
。
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
た
。
お
な
じ
み
の
「
ジ
ェ
ミ
ナ
イ
Ｆ
Ｍ
」
の
電
波
の
範
囲
内
に

戻
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
う
る
さ
い
エ
ン
ジ
ン
音
の
上
に
、

最
新
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
流
れ
た
。

B&B 遠景
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沼
田
町 

沼
田
町
の
地
域
概
要
と沿

革

札
幌
か
ら
二
七
五
号
線
を
車
で
約

二
時
間
北
へ
走
る
と
雨
竜
町
、
北
竜

町
そ
し
て
次
に
見
え
て
く
る
の
が
い

ま
や
米
産
地（
雪
中
米
）と
ほ
た
る
の

里
で
知
ら
れ
、
人
口
約
五
、
○
○
○

人
の
沼
田
町
。
丘
陵
と
田
園
が
広
が

る
自
然
豊
か
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
先
は
多
度
志
町
、
幌
加
内
町
、

旭
川
市
へ
と
続
い
て
い
る
。

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
、
空
知
支
庁

管
内
の
北
西
部
に
位
置
し
、
北
東
地

帯
は
深
川
市
へ
、
南
東
は
北
空
知
を

貫
流
す
る
雨
竜
川
を
境
い
に
秩
父
別

町
に
、
北
西
部
は
小
平
町
お
よ
び
留

萌
市
に
接
し
て
い
る
。

南
部
の
平
坦
部
は
広
大
な
石
狩
平

野
の
北
端
の
一
部
で
妹
背
牛
町
に
接

し
肥
沃
な
水
田
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、

留
萌
線
に
沿
っ
た
市
街
地
、
農
耕
地

は
こ
の
平
坦
部
を
流
れ
る
雨
竜
川
や

山
峡
を
流
れ
る
幌
新
太
刀
別
川
流
域

に
沿
っ
て
南
に
開
け
、
西
側
は
牧
場
、

畑
作
地
帯
で
、
他
は
浅
野
・
昭
和
炭

鉱
が
あ
っ
た
山
岳
地
帯
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。

広
さ
は
東
西
一
八
�
、
南
北
二
六

�
で
面
積
は
二
八
七
�２

で
、
空
知
支

庁
管
内
市
町
村
中
第
七
位
の
広
さ
で

あ
る
が
、
山
林
や
河
川
が
多
い
関
係

か
ら
農
耕
地
の
割
合
は
低
い
。

気
候
は
、
春
期
よ
り
初
夏
に
か
け

や
や
乾
燥
し
、
夏
季
は
温
暖
で
、
晩

夏
か
ら
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
う
秋
は
比

較
的
雨
が
多
く
、
冬
は
湿
潤
寒
冷
の

気
候
で
あ
る
。
降
雪
量
は
、
積
雪
深

は
一
五
○
�
〜
二
○
○
�
、
初
雪
は

十
月
末
ご
ろ
か
ら
終
雪
は
三
月
下
旬
。

冬
期
は
本
道
有
数
の
積
雪
地
帯
で
、

一
晩
で
雪
が
積
も
り
二
階
の
窓
か
ら

出
か
け
る
よ
う
な
と
き
も
あ
る
ら
し

い
。
今
そ
の
雪
を
利
用
し
た
街
づ
く

り
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

町
花
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
ど
こ
の
家

の
庭
に
咲
く
、
素
朴
で
又
は
な
や
か

――連 載――

あ
の
マ
チ

こ
の
ム
ラ
・
地
域
お
こ
し
活
躍
中

沼
田
町
の
事
例

―
北
空
知
を
代
表
す
る
農
業
地
帯
で
新
た
な
地
域
発
展
へ
の
挑
戦
―

No.４６
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沼
田
町
の
沿
革

な
親
し
み
の
持
て
る
花
で
「
ツ
ツ

ジ
」、
町
木
は
風
雪
に
耐
え
常
緑
の

開
拓
の
昔
の
ば
せ
る
北
海
道
の
代
表

的
な
樹
木
「
イ
チ
イ
」
と
な
っ
て
い

る
。土

壌
は
、
雨
竜
川
沿
い
で
は
有
機

物
五
○
％
以
上
含
む
泥
炭
土
、
肥
沃

な
沖
積
層
土
壌
、
高
台
に
あ
る
洪
積

層
土
壌
と
な
っ
て
い
る
。
米
に
対
す

る
渇
望
が
あ
っ
た
た
め
か
、
沼
田
町

で
は
早
く
か
ら
土
地
改
良
が
行
わ
れ

て
き
た
。
開
拓
当
時
は
、
掠
奪
的
粗

放
作
、
無
肥
料
で
か
つ
連
作
に
よ
り

地
力
は
衰
え
は
じ
め
、
酸
性
化
が
進

行
し
て
生
産
性
は
著
し
く
低
下
し
て

い
た
。
大
正
三
年
に
現
在
の
「
沼
田

町
土
地
改
良
区
」
に
つ
な
が
る
「
上

北
竜
土
巧
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
早

く
か
ら
灌
漑
、
用
水
路
工
事
、
ダ
ム

工
事
等
が
お
こ
な
わ
れ
、
造
田
計
画

が
進
み
近
年
ま
で
農
業
地
帯
の
基
盤

づ
く
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
農

業
の
基
本
は
土
づ
く
り
と
い
わ
れ
、

沼
田
町
で
の
良
質
・
良
食
味
農
産
物

を
産
み
出
し
て
い
る
要
因
と
考
え
ら

れ
る
。

町
の
名
称
は
、
北
海
道
で
は
通
常

ア
イ
ヌ
語
が
多
い
が
、
沼
田
町
の
開

拓
の
祖
で
あ
る
沼
田
喜
三
郎
氏
の
名

前
か
ら
来
て
い
る
。
大
正
十
三
年
に

群
馬
県
の
沼
田
市
に
配
慮
し
て
北
海

道
の
石
狩
国
に
属
す
る
沼
田
と
し
て

「
石
狩
沼
田
」
に
改
称
し
て
い
る
。

沼
田
町
に
属
し
て
い
る
北
竜
地
区
は

「
沼
田
北
竜
」
と
な
っ
て
い
る
。

沼
田
町
の
開
拓
は
明
治
二
六
年
、

富
山
県
人
沼
田
喜
三
郎
氏
が
設
立
し

た
開
墾
委
託
会
社
の
手
で
進
め
ら
れ

た
。
雨
竜
本
願
寺
農
場
と
し
て
東
本

願
寺
の
法
主
で
あ
っ
た
大
谷
光
瑩
伯

爵
の
所
有
地
三
、
九
○
○
町
歩
を
借

受
け
、
翌
明
治
二
七
年
に
喜
三
郎
の

郷
里
富
山
県
西
砺
波
郡
か
ら
一
八
戸

の
移
住
を
図
り
仁
多
志
別
（
現
在
の

北
竜
市
街
）
に
鍬
を
打
ち
下
ろ
し
た

沼田町市街
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の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

北
空
知
の
近
隣
開
拓
で
は
ま
ず
明

治
二
六
年
に
妹
背
牛
、
秩
父
別
は
明

治
二
八
年
に
四
○
○
人
の
屯
田
兵
お

よ
び
そ
の
家
族
が
開
拓
に
入
っ
て
い

る
。当

時
の
入
植
者
達
は
、
ま
ず
小
樽

港
に
入
り
、
汽
車
で
北
上
し
空
知
太

（
現
在
の
滝
川
付
近
）
に
着
い
て
、

そ
こ
か
ら
は
徒
歩
で
あ
っ
た
と
い
う
。

遠
い
ふ
る
さ
と
を
離
れ
笹
薮
や
原
始

林
の
道
な
き
道
を
歩
き
極
寒
の
地
に

い
く
こ
と
は
さ
ぞ
か
し
苦
難
の
連
続

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

明
治
二
八
年
か
ら
明
治
三
○
年
に

か
け
約
六
○
○
戸
の
小
作
人
を
富
山
、

石
川
県
下
の
真
言
宗
信
徒
よ
り
募
集

し
、
小
屋
掛
け
料
一
○
円
の
ほ
か
開

墾
料
な
ど
を
支
給
、
三
ヶ
年
の
鍬
下

年
期
（
三
年
後
は
大
豆
・
小
豆
・
麦

の
三
種
を
平
均
し
、
反
当
り
三
斗
を

年
貢
と
し
て
雑
穀
で
納
付
）
の
条
件

で
開
墾
に
あ
た
ら
せ
た
。
草
原
地
は

会
社
が
馬
を
導
入
し
、
馬
耕
で
開
墾

し
た
後
、
こ
こ
に
入
植
さ
せ
た
。

明
治
二
九
年
に
は
富
山
県
越
中
の

入
植
者
が
、
翌
年
に
は
愛
媛
県
伊
予

国
東
部
団
体
、
翌
々
年
に
は
北
炭
が

山
林
農
耕
地
を
開
拓
、
他
地
区
で
は

転
住
屯
田
兵
が
入
っ
た
。
そ
の
後
北

炭
の
募
集
移
民
等
に
よ
り
集
団
で
の

移
住
と
続
き
、
斧
の
響
き
が
う
っ
そ

う
と
し
た
原
始
林
に
こ
だ
ま
し
た
。

当
時
は
熊
に
怯
え
な
が
ら
の
鍬
と

鎌
だ
け
が
頼
り
の
原
始
的
な
作
業
で

あ
っ
た
と
い
う
。
入
植
者
の
常
食
は
、

黍
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
馬
鈴
し
ょ
、

か
ぼ
ち
ゃ
等
で
そ
れ
ら
を
主
食
と
し
、

塩
や
味
噌
で
味
付
け
し
て
副
食
と
し

て
い
る
。
住
居
は
拝
み
小
屋
と
呼
ば

れ
、
外
気
と
そ
れ
ほ
ど
か
わ
ら
な
い

掘
建
て
小
屋
で
あ
っ
た
。

開
墾
後
の
部
落
一
帯
は
も
と
も
と

低
地
の
う
え
ひ
ど
い
湿
地
帯
で
あ
っ

た
。沼

田
町
は
河
川
が
多
く
、
雨
竜
川

は
、
そ
の
源
流
を
幌
加
内
と
し
、
一

旦
朱
鞠
内
湖
に
貯
水
さ
れ
、
そ
れ
か

すずらんの明日萌駅（恵比島駅）
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ら
鷹
泊
ダ
ム
を
経
て
沼
田
町
南
部
を

と
お
り
雨
竜
町
に
至
り
石
狩
川
と
合

流
す
る
。

北
東
に
あ
る
川
は
無
名
山
の
渓
流

を
源
と
し
て
自
衛
隊
の
弾
薬
庫
の
あ

る
更
新
地
区
に
流
れ
沼
田
の
雨
竜
川

に
注
い
で
い
る
。
以
前
は
こ
れ
ら
の

川
を
利
用
し
た
「
波
止
場
」
が
あ
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
河
川
地
を
先

人
達
が
次
々
に
畑
地
に
替
え
る
こ
と

に
努
め
、
つ
い
に
は
稲
作
地
帯
へ
と

変
貌
を
と
げ
て
い
る
。
手
塩
に
掛
け

先
祖
の
残
し
た
貴
重
な
土
地
に
か
け

る
想
い
は
こ
と
の
ほ
か
他
地
域
よ
り

強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

当
時
、
沼
田
町
は
雨
竜
村
に
属
し

て
い
た
が
、
明
治
三
二
年
に
雨
竜
村

よ
り
北
竜
村
が
分
村
、
更
に
大
正
三

年
北
竜
村
か
ら
上
北
竜
村
と
し
て
分

村
し
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ

に
初
め
て
行
政
的
に
独
立
し
た
沼
田

村
（
現
在
の
沼
田
北
竜
）
の
誕
生
と

な
っ
た
。

明
治
四
三
年
に
深
川
か
ら
留
萌
線

上
に
沼
田
駅
、
恵
比
島
駅
が
で
き
た
。

沼
田
に
は
か
つ
て
炭
鉱
が
あ
り
、
駅

付
近
に
倉
庫
群
が
立
ち
並
び
、
石
炭

や
農
産
物
を
運
ぶ
重
要
な
駅
と
し
て

活
躍
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
「
す
ず
ら
ん
」

で
有
名
と
な
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
十
五
号

蒸
気
機
関
車
も
走
っ
た
と
い
う
沼
田

に
は
石
炭
の
歴
史
も
あ
っ
た
。
昭
和

五
年
、
浅
野
・
昭
和
両
炭
鉱
の
本
格

的
操
業
と
留
萌
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、

石
炭
産
業
は
一
躍
沼
田
町
の
主
要
産

業
と
な
り
、
人
口
は
急
激
に
膨
張
し
、

浅
野
・
昭
和
地
区
は
著
し
く
繁
栄
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
三
○
年
に
は
実
に
一
九
、
三

六
二
人
の
人
口
を
有
し
、
町
は
い
ろ

い
ろ
な
店
が
建
ち
並
び
繁
栄
し
て
い

た
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
構
造
変
化

に
よ
り
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
移
行
し
、

合
理
化
の
波
と
な
っ
て
、
昭
和
四
三

年
雨
竜
炭
鉱
が
閉
山
、
翌
四
四
年
に

は
太
刀
別
炭
鉱
と
昭
和
炭
鉱
が
閉
山

し
、
人
口
は
激
減
し
た
。
石
炭
産
業

ポロピリ湖の沼田ダム
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稲
作
に
か
け
る
歴
史

の
壊
滅
は
多
数
の
離
職
者
を
生
み
出

し
町
民
生
活
に
深
い
傷
跡
を
残
す
結

果
と
な
っ
た
。
そ
の
後
沼
田
は
稲
作

・
畑
作
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造
の

マ
チ
と
な
っ
た
。

空
知
管
内
の
稲
作
の
は
じ
ま
り
は

明
治
十
七
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
月

形
村
が
そ
の
試
作
の
第
一
歩
と
さ
れ
、

稲
作
の
最
初
の
収
穫
は
、
長
沼
村
の

入
植
者
に
よ
っ
て
明
治
二
三
、
二
四

年
と
二
�
の
水
田
を
耕
作
し
成
功
し

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
稲
作
は
急

速
に
広
が
り
沼
田
町
で
も
や
や
遅
れ

明
治
二
八
年
に
は
水
稲
の
試
作
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
品
種
は
赤
毛
稲

が
多
か
っ
た
。
大
正
元
年
は
反
当
り

約
三
俵
程
度
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
の
米
政
策
で
は
昭
和
八
年
、

米
穀
統
制
法
が
公
布
さ
れ
自
由
な
米

の
作
付
・
販
売
は
認
め
な
い
供
出
制

度
が
あ
り
、
昭
和
十
二
年
の
シ
ナ
事

変
の
と
き
は
、
米
穀
自
治
管
理
法
、

米
穀
配
給
統
制
法
、
米
穀
管
理
規
則

等
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

農
家
で
す
ら
白
米
が
自
由
に
食
べ
ら

れ
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

昭
和
十
七
年
に
は
食
糧
管
理
法
、

生
産
統
制
令
に
よ
り
闇
取
引
が
多
く

な
っ
た
。

戦
後
は
食
糧
不
足
に
対
処
す
る
た

め
、
国
は
食
糧
管
理
法
を
強
化
し
た
。

沼
田
町
で
は
、
地
域
を
守
る
た
め
、

農
業
者
の
生
活
安
定
の
た
め
に
生
産

者
米
価
要
求
を
毎
年
行
っ
て
き
た
が
、

昭
和
四
九
年
の
米
価
要
求
内
容
を
み

て
み
る
と
見
て
み
る
と
「
生
産
過
剰

だ
と
い
う
理
由
で
生
産
調
整
が
強
行

さ
れ
、
買
い
入
れ
制
限
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
農
業
者
は
低
米
価
に
よ
り
、

稲
作
を
主
体
と
す
る
農
家
経
済
に
極

め
て
大
き
な
犠
牲
と
負
担
を
強
い
ら

れ
、
営
農
意
欲
の
減
退
や
農
業
存
亡

の
危
機
に
直
面
し
再
生
産
が
か
な
え

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。」
と
要
求

を
出
し
て
い
る
。
一
俵
あ
た
り
、
一

沼田町の米穀低温貯留乾燥調整施設（雪中米施設）
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六
、
七
○
四
円
を
求
め
て
い
た
。
こ

の
要
求
米
価
と
く
ら
べ
て
現
在
の
価

格
が
い
か
に
低
い
水
準
に
あ
る
の
か

察
し
が
つ
く
。
水
に
値
段
が
つ
く
現

在
に
あ
っ
て
、
生
産
者
に
こ
れ
以
上

の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
は
も

う
限
界
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
水
田
の
耕
地
面
積
で
み
て

み
る
と
昭
和
四
三
年
に
三
、
○
○
○

�
、
昭
和
四
五
年
の
生
産
調
整
の
た

め
昭
和
四
七
年
に
は
五
六
％
も
休
耕

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
一
年
の
水

田
総
合
利
用
対
策
期
を
第
一
次
減
反

と
い
い
、
水
田
利
用
再
編
対
策
期
を

第
二
次
減
反
と
い
い
、
そ
の
減
反
率

は
全
国
が
一
三
・
四
％
（
北
海
道
で

三
四
・
九
％
）
昭
和
五
五
年
一
八
・

六
％
（
道
が
四
三
・
六
％
）
と
い
う

重
い
傾
斜
配
分
が
さ
れ
て
い
る
。
北

海
道
は
全
国
か
ら
見
て
「
ま
ず
い

米
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
あ
る
と
い

う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
北
海
道
、
沼
田
町
に
も
突
き
つ
け

ら
れ
た
問
題
で
あ
り
、
今
後
ど
こ
ま

で
生
産
を
維
持
し
米
地
帯
を
守
れ
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
消
費
者
を
意
識
し
た
生

産
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
お
い

し
い
米
」、
安
全
安
心
、
生
産
履
歴

の
情
報
提
供
等
生
産
者
が
自
信
を

も
っ
て
市
場
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
ま
た
平
成
十
九
年
よ

り
実
施
さ
れ
る
担
い
手
に
重
点
を
置

く
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
た
い
へ
ん

な
時
代
に
直
面
し
て
い
る
。

沼
田
町
で
は
小
集
団
化
「
沼
田
方

式
」
と
い
わ
れ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
え
機
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
や
施
設
を
徹

底
し
た
共
同
作
業
で
有
効
に
活
用
、

過
剰
投
資
を
抑
え
て
き
た
。
ま
た
良

食
味
米
の
生
産
に
力
を
注
ぎ
、
平
成

八
年
に
沼
田
と
い
う
雪
に
恵
ま
れ
た

地
域
性
を
発
揮
し
、「
ス
ノ
ー
ク
ー

ル
ラ
イ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
建
設

し
「
雪
中
米
」
と
い
う
商
品
名
で
道

沼田町の雪中米商品
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沼
田
町
農
協
の
歴
史
及
び

現
状
と
課
題

外
は
も
と
よ
り
、
台
湾
ま
で
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
雪
冷
熱
を
利
用
し
て

付
加
価
値
を
つ
け
た
米
は
か
な
り
評

判
が
高
い
。

そ
の
利
雪
型
農
業
方
式
（
籾
バ
ラ

半
乾
貯
留
二
段
乾
燥
方
式
）
は
「
雪

中
じ
ゃ
が
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
商
品

に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
他
雪

中
商
品
と
し
て
、
お
酒
、
味
噌
、
そ

ば
、
う
ど
ん
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
試
食
し
て
み
て
欲
し
い
。

平
成
十
五
年
二
月
に
道
内
有
数
の

良
質
米
生
産
地
で
あ
る
秩
父
別
、
妹

背
牛
、
沼
田
が
合
併
し
北
い
ぶ
き
農

協
が
誕
生
し
た
。
他
農
協
と
同
様
に

事
業
本
部
制
を
と
っ
て
い
る
が
、
本

部
を
す
べ
て
本
所
に
集
中
さ
せ
ず
、

金
融
共
済
事
業
本
部
と
管
理
本
部
は

秩
父
別
、
営
農
販
売
事
業
本
部
は
沼

田
、
購
買
施
設
事
業
本
部
を
妹
背
牛

に
と
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
の
沼
田
町
農
協
（
昭
和

二
三
年
設
立
）
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、

前
身
は
産
業
組
合
（
沼
田
信
用
販
売

購
買
利
用
組
合
）
や
沼
田
村
農
会
で
、

農
業
の
施
設
や
栽
培
技
術
面
で
支
え

て
い
た
。
農
協
は
、
設
立
二
年
目
に

赤
字
と
な
っ
た
た
め
か
財
務
基
盤
を

強
化
す
る
と
も
に
、
米
の
増
産
と
農

業
倉
庫
建
設
に
力
を
注
い
で
い
る
。

ま
た
利
用
事
業
と
し
て
の
利
用
施
設

設
置
に
も
強
力
を
入
れ
、
正
油
工
場

（
昭
和
三
八
年
ま
で
）、
羊
毛
工
場

（
昭
和
二
八
年
ま
で
）、
豆
腐
工
場

（
昭
和
三
○
年
ま
で
）
が
あ
っ
た
。

ま
た
ふ
卵
場
が
あ
り
「
沼
田
の
ひ
よ

こ
」
と
し
て
全
道
的
に
供
給
し
て
い

る
。
ま
た
洋
裁
私
立
学
校
を
開
設
し

農
村
女
性
の
教
養
向
上
に
努
め
た
り
、

人
工
授
精
所
を
開
設
し
、
当
時
乳
牛

頭
数
三
○
○
頭
に
応
え
る
他
、
綿
羊

人
工
授
精
所
（
昭
和
三
四
年
ま
で
）

を
建
設
し
、
綿
羊
三
○
○
〜
三
五
○

北いぶき農業協同組合（ちっぷべつ）

－ 49 －



頭
の
種
付
け
や
飼
育
頭
数
三
、
○
○

○
頭
に
応
え
て
い
る
。
ま
た
煉
瓦
工

場
や
冠
婚
葬
祭
場
等
も
運
営
し
て
い

た
。
農
協
と
し
て
は
、
産
業
組
合
当

時
か
ら
、
組
合
運
動
と
と
も
に
組
合

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
挑
戦
し
て
き
た
よ
う
に
感

ず
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
ま
さ
に

総
合
農
協
の
モ
デ
ル
と
し
て
農
業
者

の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
も
あ
ら
ゆ

る
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
よ

う
。現

在
で
は
、
米
に
こ
だ
わ
る
ば
か

り
で
な
く
、
花
卉
、
メ
ロ
ン
を
中
心

と
し
た
高
収
益
作
物
と
馬
鈴
し
ょ
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
畜
産
等
に
も
着
目
し
生

産
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

沼
田
町
に
は
農
産
物
を
生
か
し
た

独
自
の
農
産
加
工
場
が
あ
り
、
沼
田

町
で
採
れ
る
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ト
マ
ト
、

山
菜
等
を
加
工
し
缶
詰
や
ド
リ
ン
ク

を
販
売
し
道
外
に
も
販
売
を
伸
ば
し

て
い
る
。
特
に
今
年
度
よ
り
病
害
虫

と
闘
う
等
苦
労
の
末
成
功
し
、
有
機

作目別生産面積の状況 （単位：�）

平成１７年度

合 計

７，００１

８６４

３２３

１１９

７９０

６８

５４

１１５

２，３３３

１０

１２

６２

４３

７

２

２

１４

１５１．０

１１，９７０

資料：沼田町統計資料より

沼 田

２，５１９

２００

１７９

５８

５１７

６８

２７

３７

１，０８６

９．６

９．０

２０．３

１１．１

６．０

１．９

１．７

１０．９

７０．５

４，８３２

秩父別

２，１３３

１５０

５６

１９

２４０

５

５４

５２４

３．１

１３．０

３２．２

０．５

１．７

５０．５

３，２８２

妹背牛

２，３４９

５１４

８８

４２

３３

２２

２４

７２３

２８．５

０．５

１．１

３０．１

３，８５５

平成１５年度

合 計

６，６２８

１，１７２

３７８

１２８

６３４

７２

８５

２１０

２，６７９

１２

１４

５６

４１

１２

４

１

４

６

１

４

１５３

１２，２９４

沼 田

２，３１５

３０５

２２９

６１

４９８

７２

２７

１００

１，２９２

１１．８

１０．６

１５．５

８．７

１０．１

３．６

０．１

１．２

１．７

１．７

６５．０

５，０２９

秩父別

２，０８５

２３５

６７

２０

１３０

５

１１０

５６７

３．４

１２．７

３２．１

１．２

０．６

４．６

１．４

５６．０

３，３３１

妹背牛

２，２２８

６２３

８２

４７

６

５３

８２０

０．１

２７．３

０．２

０．３

２．４

０．１

０．６

０．６

３１．６

３，９２２

区 分

水 稲

小 麦

大 豆

小 豆

そ ば

甜 菜

飼 料 作 物

その他（含地力）

計

馬 鈴 薯

南 瓜

花 卉

ブロッコリー

メ ロ ン

キ ャ ベ ツ

き ゅ う り

スイートコーン

ト マ ト

シ シ ト ウ

その他（含地力）

計

合 計

農

産

花

卉

・

青

果

蔬

菜
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お
わ
り
に

加
工
食
品
生
産
認
定
の
「
有
機
完

熟
」（
商
品
名
）
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

を
発
売
す
る
。
従
来
の
「
北
ほ
た

る
」
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
と
共
に
町
の

有
名
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
る
に
違
い
な

い
。
八
○
○
�
の
瓶
入
り
で
一
、
二

六
○
円
で
す
。
ぜ
ひ
試
飲
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
お
勧
め
し
ま
す
！
！
！

な
お
、
農
協
と
し
て
現
在
お
か
れ

て
い
る
現
状
と
課
題
を
整
理
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

�
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
対
策
と

し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
対
応
、

国
内
の
「
産
地
づ
く
り
対
策
」

等
の
対
応
、

�
水
稲
基
幹
農
業
の
課
題
と
し
て
、

米
需
要
の
減
少
と
低
米
価
対
策
、

食
味
向
上
対
策
等

�
農
業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
対

策
と
し
て
、
新
規
就
農
者
受
け

皿
つ
く
り
、
農
地
流
動
化
対
策

等
�
品
目
横
断
的
安
定
対
策
お
よ
び

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
と

し
て
、
法
人
化
や
営
農
集
落
対

応
、
農
地
集
積
対
応
、
環
境
保

全
対
策
等

農
協
の
事
業
と
し
て
や
は
り
米
生

産
が
主
体
と
な
ろ
う
が
、
沼
田
の

「
雪
中
米
」、
秩
父
別
の
「
今
摺
り

い
な
ほ
の
鐘
」、
妹
背
牛
の
「
北
彩

香
」
休
眠
貯
蔵
米
が
、
さ
ら
な
る
食

味
の
向
上
や
販
売
戦
略
に
よ
り
、

「
き
た
そ
ら
ち
ブ
ラ
ン
ド
米
」
と
し

て
、
今
後
ど
こ
ま
で
消
費
者
へ
届
け

ら
れ
る
の
か
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

総
合
力
を
生
か
し
た
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

サ
ッ
サ
ド
ッ
コ
イ
サ
ノ
サ
、
ヨ
イ

ヤ
サ
！

ヨ
イ
ヤ
サ
！
と
「
夜
高
あ

ん
ど
ん
」
に
ま
た
が
り
、
祭
り
囃
子

や
太
鼓
と
と
も
に
、
大
声
で
夜
空
に

か
け
声
が
鳴
り
響
く
。
一
○
基
ほ
ど

の
あ
ん
ど
ん
が
町
狭
し
と
走
り
ま
わ

沼田町の夜高あんどん祭り
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る
。
優
雅
で
勇
壮
で
大
迫
力
で
あ
る
。

人
口
五
、
○
○
○
人
ほ
ど
の
町
が

観
客
で
三
万
人
に
膨
れ
あ
が
る
。
こ

の
祭
り
は
八
雲
、
斜
里
町
と
並
ん
で

「
北
海
道
あ
ん
ど
ん
三
大
祭
り
」
と

呼
ば
れ
、
今
年
は
小
矢
部
市
の
あ
ん

ど
ん
も
特
別
参
加
し
、
そ
れ
ら
が
集

ま
り
開
始
三
○
回
を
祝
し
合
同
で
開

催
さ
れ
た
。

「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
は
、
開

拓
の
祖
「
沼
田
喜
三
郎
」
の
出
身
地

で
あ
る
富
山
県
小
矢
部
市
よ
り
昭
和

五
二
年
に
伝
承
さ
れ
稲
作
豊
年
、
町

繁
盛
を
祈
る
祭
り
と
し
て
今
に
続
い

て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
は
開
拓
の
鍬

を
振
る
っ
た
人
々
が
五
穀
豊
穣
、
悪

魔
退
散
、
部
落
安
全
を
願
う
本
願
寺

越
中
獅
子
舞
が
舞
う
秋
祭
り
が
あ
っ

た
。「

あ
ん
ど
ん
」
は
、
保
育
園
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
町
民
参
加
者
の

手
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
竹
細
工
で

龍
や
御
所
車
な
ど
を
型
ど
り
、
電
球

を
仕
込
ん
で
上
を
貼
り
、
ロ
ウ
引
き

を
し
て
五
色
で
彩
色
さ
れ
る
。
山
車
、

傘
鉾
、
連
樂
台
で
組
み
立
て
ら
れ
、

高
さ
七
ｍ
、
長
さ
一
二
ｍ
、
重
さ
五

ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
黒
装

束
の
多
数
の
若
者
が
引
き
子
と
な
っ

て
町
中
を
引
き
回
し
最
後
に
は
ぶ
つ

け
合
う
と
い
う
迫
力
満
点
の
祭
り
で

あ
る
。
こ
の
祭
り
は
若
者
が
い
な
く

て
は
な
り
た
た
な
い
と
思
わ
れ
、
い

つ
ま
で
も
続
け
て
も
ら
い
た
い
祭
り

で
あ
る
。

近
年
、
北
海
道
全
体
の
町
並
み
は

過
疎
化
と
と
も
に
多
少
寂
し
く
な
っ

て
い
る
。
沼
田
町
も
し
か
り
で
あ
る
。

以
前
は
、
お
菓
子
屋
、
洋
服
屋
、
金

物
店
、
馬
具
屋
、
酒
屋
、
食
堂
等
こ

れ
狭
し
と
街
並
み
が
埋
ま
っ
て
い
た
。

今
で
は
商
店
に
か
わ
り
コ
ン
ビ
ニ
で

あ
る
。
一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
る
。

時
の
流
れ
と
は
い
え
、「
国
敗
れ
て

山
河
あ
り
」
と
い
う
詩
が
あ
る
が
、

今
風
に
い
え
ば
「
国
離
れ
て
山
河
あ

り
」
で
あ
ろ
う
か
。
居
住
人
口
が
都

市
部
に
偏
り
す
ぎ
で
あ
る
が
、
そ
の

調
整
を
図
り
、
何
と
か
ふ
る
さ
と
を

守
る
共
栄
が
図
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
し
ま
う
。

だ
が
、
沼
田
に
は
町
や
農
協
、
農

事
組
合
法
人
、
青
年
部
、
女
性
部
、

土
地
改
良
区
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
北

空
知
広
域
連
等
農
業
関
係
機
関
や
団

体
等
が
若
者
の
残
れ
る
街
づ
く
り
の

た
め
連
携
し
て
真
剣
に
取
組
ん
で
い

る
人
達
が
い
る
。
そ
う
い
う
人
達
の

た
め
、
私
達
も
支
援
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

北
い
ぶ
き
農
協
の
岩
越
本
部
長
は

「
地
域
の
各
関
係
機
関
に
は
優
秀
な

人
材
が
お
り
、
そ
れ
ら
の
方
々
と
連

携
を
図
り
、
地
域
発
展
の
た
め
生
産

知
識
の
共
有
や
情
報
交
換
を
図
り
前

向
き
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。」
と
述
べ
て
い
る
。

	
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

特
別
研
究
員

中
山
忠
彦
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地域農研 農業総合研修会のお知らせ

当当研研究究所所主主催催「「平平成成１１８８年年度度農農業業総総合合研研修修会会」」をを下下記記のの通通りり

開開催催ししまますすののでで、、ごご案案内内申申しし上上げげまますす。。

記

１．開 催 日 時 平成１８年１１月９日（木）

１４時～１６時３０分

２．開 催 場 所 共済サロン「芙蓉の間」
札幌市中央区北４条西１丁目 共済ビル８階

３．研修会内容 講演テーマ「農業・農協をめぐる最近の情勢と

独占禁止法適用問題」

４．講 師 東京農工大学名誉教授 梶 井 功 氏
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研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
十
八
年
七
月
〜

平
成
十
八
年
九
月
）

○
「
更
別
村
農
業
委
員
視
察
研
修
会
」

主

催

更
別
村
農
業
委
員
会

と

き

平
成
１８
年
７
月
６
日

テ
ー
マ

経
営
所
得
安
定
対
策
と
こ

れ
か
ら
の
十
勝
農
業

話
題
提
供

黒
澤
不
二
男
（
当
研
究

所
・
常
務
理
事
）

○
「
幕
別
町
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
ク
ラ
ブ
視

察
研
修
会
」

主

催

Ｊ
Ａ
忠
類

と

き

平
成
１８
年
７
月
１３
日

テ
ー
マ

地
域
で
構
築
す
る
『
耕
畜

連
携
シ
ス
テ
ム
』

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
ホ
ク
レ
ン
報
徳
会
研
修
会
」

主

催

ホ
ク
レ
ン
報
徳
会

と

き

平
成
１８
年
７
月
１９
日

テ
ー
マ

新
基
本
計
画
体
制
の
も
と

で
の
担
い
手
育
成

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
中
央
会
日
高
管
内
若
手
営
農
指
導

員
研
修
会
」

主

催

北
農
中
央
会

と

き

平
成
１８
年
７
月
２７
日

テ
ー
マ

営
農
指
導
の
原
点
は
現
行

業
務
の
徹
底
点
検
か
ら

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
北
海
道
大
学
博
物
館
土
曜
講
座
」

主

催

北
海
道
大
学
博
物
館

と

き

平
成
１８
年
８
月
１２
日

テ
ー
マ

札
幌
農
学
校
に
始
ま
る
道

産
米
物
語

講

義

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
ホ
ク
レ
ン
グ
ル
ー
プ
企
業
代
表
者

定
例
会
」

主

催

ホ
ク
レ
ン
グ
ル
ー
プ
企
業

社
長
会

と

き

平
成
１８
年
９
月
４
日

テ
ー
マ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
も
と
で
始

動
す
る
経
営
所
得
安
定
対

策

話
題
提
供

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
中
山
間
地
域
振
興
対
策
協
議
会
東

日
本
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
」

主

催

全
国
中
山
間
地
域
振
興
対

策
協
議
会

と

き

平
成
１８
年
９
月
７
日

テ
ー
マ

事
例
に
学
ぶ
地
域
活
性
化

の
ポ
イ
ン
ト

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
南
東
欧
『
市
場
経
済

コ
ー
ス
』
研
修
」

主

催

（
財
）
日
本
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
北
海
道
支
所
（
帯

広
）

と

き

平
成
１８
年
９
月
２０
日

テ
ー
マ

北
海
道
に
お
け
る
地
域
営

農
支
援
シ
ス
テ
ム

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

平
成
十
八
年
度

「
研
究
事
業
」の
進
捗
状
況

「
空
知
農
業
の
現
状
と
そ
の
課
題
」

に
関
わ
る
調
査
研
究
（
受
託
研
究
）

空
知
管
内
農
協
は
、
平
成
十
八
年
三

月
に
空
知
管
内
農
協
組
合
長
会
の
諮
問

機
関
と
し
て
「
空
知
の
農
業
経
営
と
農

協
運
営
を
考
え
る
会
」（
以
下
「
空
知

農
業
を
考
え
る
会
」）を
設
置
し
、
農
業

・
農
協
を
取
り
巻
く
現
状
の
環
境
を
分

析
・
整
理
し
、
そ
の
解
決
策
に
管
内
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

本
研
究
所
は
、
そ
の
現
状
分
析
と
課

題
整
理
ま
で
の
業
務
委
託
を
受
け
鋭
意
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協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
調
査
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
北

海
道
大
学
等
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
「
北

海
道
農
業
研
究
会
」
に
結
集
す
る
二
十

数
名
の
若
手
研
究
者
を
構
成
員
と
す
る

「
空
知
農
業
論
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
、
過
去
に
例
の
な
い
強

力
な
研
究
体
制
で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
で
す
が
、
四
〜
六

月
は
予
備
調
査
と
し
て
関
係
市
町
村
並

び
に
農
協
の
ご
協
力
を
頂
き
、
デ
ー
タ

収
集
及
び
機
関
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
、
こ
の
成
果
を
約
二
○
○
ペ
ー
ジ
の

報
告
書
に
ま
と
め
、
七
月
二
十
一
日
に

「
空
知
農
業
を
考
え
る
会
」
へ
中
間
報

告
致
し
ま
し
た
。

八
月
か
ら
は
、
前
述
の
中
間
報
告
書

の
内
容
を
深
化
さ
せ
る
た
め
の
本
調
査

段
階
に
入
り
ま
し
た
が
、
総
体
と
し
て

は
、
機
関
補
足
調
査
を
含
め
空
知
管
内

市
町
村
の
三
○
○
戸
の
農
家
を
調
査
員

が
個
別
訪
問
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。
既
に
八
月
上
旬
〜
中
旬

に
か
け
て
北
・
中
空
知
地
区
の
市
町
村

の
一
五
○
戸
調
査
を
終
え
て
お
り
、
今

後
は
出
来
秋
の
収
穫
作
業
を
終
え
る
十

月
下
旬
〜
十
一
月
上
旬
に
南
空
知
地
区

の
機
関
補
足
調
査
と
農
家
一
五
○
戸
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

「
空
知
農
業
を
考
え
る
会
」
へ
の
最

終
報
告
・
提
言
は
、
平
成
十
九
年
二
月

を
目
途
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容

は
、
こ
れ
ま
で
の
予
備
調
査
並
び
に
本

調
査
の
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
す

る
予
定
で
す
。

JAカレッジでは、農家向け研修会として、新規に「農業後

継者研修会」の開催を企画しております。

就農して間もない組合員を対象として、系統組織・JA事業

の優位性を理解し系統結集を図るとともに、社会人としてのマ

ナー、また、農業に対する熱い気持を培います。

●後 援 JA北海道中央会・北海道地域農研・北大農業経済学科

●開催月日 �平成１９年１月２２日～２６日（５日間）
� 〃 ２月１３日～１７日（ 〃 ）

� 〃 ２月１９日～２３日（ 〃 ）

●受講対象 新規学卒就農の後継者で、概ね３年以内に就農した者

●受 講 料 ５８，１５０円

●研修内容 （主なもの）

�JAの基礎知識（協同組合運動・組織・運営・各事業）と JA事業の優位性
�農業経営管理の要点
�組合員と法律
�農業後継者に期待すること
�社会人マナー
�コミュケーション力を如何に培うか

問合わせ・申込先

財団法人北海道農業協同組合学校 研修科
〒０６９－０８３４ 江別市文京台東町４３－１

� ０１１（３８６）７５０１ Fax．０１１（３８７）１７１５

HP : http : //ja－college.jp/

「農業後継者研修会」開催のご案内
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九
月
二
十
六
日
、
五
年
四
ヵ
月
続
い

た
小
泉
政
権
か
ら
、
戦
後
最
年
少
の
五

二
歳
の
第
九
十
代
安
倍
首
相
が
誕
生
し

ま
し
た
。
就
任
後
、
外
交
面
で
は
長
年

の
課
題
で
あ
っ
た
中
国
・
韓
国
と
の
首

脳
会
談
を
行
い
懸
案
の
東
ア
ジ
ア
外
交

の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、

北
朝
鮮
の
核
実
験
問
題
が
発
生
し
前
途

多
難
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
内
政
で

は
、
財
政
再
建
・
年
金
・
福
祉
・
医
療

・
教
育
問
題
等
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

の
船
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
国
、
日
本
」
の
実
現
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
て
国
民
の

期
待
を
一
身
に
集
め
て
の
出
発
、
今
後

の
政
策
・
手
腕
に
期
待
し
つ
つ
注
目
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
普
通
の

国
、
日
本
」
の
実
現
を
求
め
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
！

◇

◇

◇

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

見
事
パ
リ
ー
グ
プ
レ
ー
オ
フ
を
制
し
パ

リ
ー
グ
王
者
と
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
の
、
駒
大
苫
小
牧
高
校

に
続
く
快
挙
は
道
民
に
明
る
い
話
題
を

提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
北
海
道
に
移

転
し
て
三
年
道
民
の
熱
狂
的
な
応
援
と

選
手
の
活
躍
が
一
体
と
な
っ
た
見
事
な

成
果
に
心
か
ら
の
拍
手
を
送
り
ま
す
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
の
日
本
シ
リ
ー
ズ

も
こ
の
勢
い
で
撃
破
し
、
是
非
と
も
日

本
一
の
栄
冠
を
！

◇

◇

◇

二
〇
〇
六
秋
号
（
第
六
三
号
）
よ
り

編
集
・
印
刷
会
社
及
び
編
集
担
当
者
が

交
代
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
読
者
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
「
地
域
と
農
業
」
づ
く

り
に
共
々
頑
張
り
ま
す
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
佐
々
木
正
幸
）
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